
「
信

心

の
業
識
」

は
じ

め

に

に

つ

い
て

竹

村

牧

男

『
教
行

信
証
』
（
『
顕

浄
土
真
実

教
行

証
文
類
』
）
「
行
巻
」
（
「
行
文

類
」
）
に
、
有
名

な
次
の
文

章

が
あ
る
。

ま
こ

と
に
知

ん
ぬ
、

徳
号

の
慈
父

ま
し
ま

さ

ず
は
能
生

の
因

閥
け
な

ん
。
光
明

の
悲
母

ま
し

ま
さ

ず
は
所
生
の

縁
乖

き

な
ん
。

能
所
の
因

縁
和
合
す

べ
し

と

い
へ
ど

も
、
信
心

の
業
識
に

あ
ら
ず

は
光
明
土
に
到

る
こ
と

な
し
。

真
実
信
の
業
識
、
こ

れ
す
な
は

ち
内
因
と
す

。
光
明
名

の
父
母

、
こ

れ
す
な

は
ち
外

縁
と
す
。
内

外
の
因

縁
和
合
し

て
報
土

の
真
身
を

得
証
す
。
ゆ
え

に
宗

師
（
善

導

）
は
、「
光

明
名
号
を

も
っ
て

十
方

を
摂

化
し
た
ま

ふ
。
た

だ
信
心
を
し

て
求
念
せ

し
む
」
（
礼

讃
）
と

の
た
ま
へ
り
。

ま
た
「
念

仏
成
仏
こ

れ
真
宗
」
（
五
会
法

事
讃

）
と

い
へ
り
。
ま

た
「
真
宗

遇
ひ

か
か
し
」
（
散
善
義

）
と

い
へ

る
を

や
、
知
る

べ
し
と

。
（
『
浄

上

真
宗
聖
典
－

註
釈
版
』
、
浄

土
真
宗
本
願
寺

派
、

昭
和
六
三
年

、
一

八
ヒ
頁

）

こ
こ

に
、
「
信
心

の
業

識
」
と

い
う

語

が
見
え

る
。

さ
ら
に

「
真

実
信

の
業
識
」
と

も
あ

る
。
信

心

（
真
実
信
）
と
業

識
と

が
結
び

つ
く
こ

と
に

、
ふ

つ
う

は

や
や
違
和

感
を
覚

え

る
こ
と

で
あ

ろ
う
。

一
体
、
こ

の
業
識

と
は
、

何
を

意
味
し

て
い
る
の
で

あ
ろ
う

か
。

小

稿
で

は
、
こ

の
問
題
に
多
少

な
り

と
も
迫

っ
て
み
た

い
と
思
う

。
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一

二
重
の
因
縁
和
合
に
つ
い
て

ま
ず
、
こ

の
文

の
「
行
巻
」

に
お
け

る
意
味

に
つ

い
て
、
『
真
宗
百
論

題
集
』

下

の
、
「

第
五
十
一

、
光
号
因

縁
」

の
中

、
専
精

院
鮮

妙

（
一
八
三

五
－

一
九

一
四
）

が
、
次

の
よ
う

に
語
っ
て

い
る
の

は
参
考
に
な

る
。

問

、
『
行

巻
』
（
三
十
八
丁

）
光
号

因
縁

の
生
起
云
何

。

答

、
一
に
は
文

に
依
り

、
二
に

は
義
に
依

る
。

初

に
、
文

に
依

る
と

は
、
遠
近

あ
り

、
遠
と
は

上
（
二
十

一
丁

）

に

『
礼
讃
』

の
「
以
光
明

名
号
摂

化
十
方
」
等
の
文
を

承
く
。

近
と

は
次
上

の
「
帰
命
斯
行

信
者

、
摂
取
不

捨
故
」

の
文
を
承

く
。
斯
行
信

と
は
名

号
を
体
と
し

、
摂
取
不
捨
は
こ

れ
光
明

な
る

が
故

に
そ
の
光
号

が
因
縁

と
な

る
。

之
を
秦
け

て
良
知

と
の
給

ふ
。

次

に
義
に
依

る
と
は
、
上

来
所
引

の
諸
文

能
所
不
二

の
大
行
を
正

定
業
と
示

し
来

る
が
故

に
之
を
臭
け

て
初
重
を

顕
し
以

て
上

を
結
し

、
後
重
を
示

し
て

唯
信
正
因

を
成
立
し

、
而
も

『
信

巻
』

を
起
す

に
在
り
。
（
『
真
宗
百

論
題
集
』
下
、

真
宗

叢
書
編

輯
所

編

『
真

宗
叢
書
』

第
二
巻

、
臨
川

書
店

（
復

刻
版
）
、
昭
和

五
三
年

（
原

本
昭
和
五

年
）
、
四
五

九
頁
上
段

）

こ

れ
に
よ

れ
ば
、
特

に
義
に
依

る
方
面

か
ら

い
え

ば
、
こ

の
句
は

、
行
か
ら
信

へ
と
つ

な
げ

る
重

要
な
意
味

が
あ

る
こ

と

が
知

ら
れ

る
。こ

の
句
を

め
ぐ

っ
て

、
い
く

つ
か
基
本

的
な
こ
と

を
確
認
し

て
お
こ

う
。
ま

ず
、
因
・
縁
を
父
母

に
関
係

づ
け
て
説
く
も

の
に
、
『
十

住
毘

婆
沙
論
』

の
「
生
故
名

為
父

、
養
育
故
名

母
」
（
大
正
二

六
、一
一
五
b

）
「
般

舟
三
昧
為

父
、
又
大
悲

為
母
」
（
大
正

二
六
、
二
五
C

）
、

が

あ
る
。
一
方

、
特
に
光

明
・
名

号
を
因

・
縁
と
す

る
等
の
こ

と
は
、
『
往
生
礼

讃
』

の
、
「
以

光
明
名

号
、
摂
化
十
方
、

但
使
信
心
求
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念

」
（

大
正

四
七

、四
三
九
b

）
の
句

が
所
依

と
な

っ
て

い
る
と

い
う

。
こ

の

『
往

生
礼
讃
』

の
句

に
つ
い
て
、

法
然

は
、
『
和
灯

語
録
』

一

に
、
次

の
よ
う

に
解
釈
し

て
い
る
。
「
コ

ノ
ユ

ヘ
ハ
弥

陀
善

逝
平

等
ノ

慈
悲

ニ
モ
ヨ

ホ
サ
レ

テ
。
光

明
ア

マ
ネ
ク
十
方

世
界

ヲ
テ
ラ

シ
テ
。
一

切
衆
生
ニ
コ
ト

コ
ト

ク
縁
ヲ

ム
ス
ハ

シ
メ
ン
カ

タ
メ
ニ
。
光
明

無
量
ノ
願

ヲ

タ
テ
給
ヘ
リ

。
第
十
二

ノ
願
コ

レ
ナ
リ
。
又

名

号

ヲ
モ
テ
因
ト

シ
テ
衆
生

ヲ
引
接

シ
給

フ
事

ヲ
。
一

切
衆
生

ニ
ア

マ
ネ
ク
キ

カ
シ
メ
ム

カ
タ
メ
ニ

。
第
十
七
ノ
願

二
十
方

世
界
ノ

無
量

の
諸
仏
。
コ
ト

コ
ト

ク
衿
嵯

シ
テ
ワ
カ
名

ヲ
称
セ
ス
ト

イ
ハ

ハ
正

覚

ヲ
ト

ラ

シ
ト

誓
ヒ
テ
。
云
々
」
「
大
正

八
三
、
一

」
二
c

～
一

」
三
a

）
。

山
逢

習
学
・
赤
沼

智
善

『
教

行
信
証

講
義
』
、

第
一
書

房
、

昭
和
十
三

年
十

一
月
、

三
九
四
頁

参

照
）
。
し
た

が
っ
て
、
法
然

に

よ

れ

ば
、
『
往
生
礼

讃
』
の

そ
の
句

は
、
第
十
二

願
と
第

十
七
願

に
基

づ
く

も
の
と

い
う
こ
と

に
な

る
。

念
の
た

め
、
第
十
一
一
願

と
は

、
次
の
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

た

と
い
、
わ
れ

仏
と
な

る
を
え

ん
と
き
、
光

明
、
よ

く
限
量

あ
り

て
、
下

、
百

千
億

那
由
多

の
諸
仏

の
国
を

照
ら
さ
ざ

る
に
至

ら

ば
、
正

覚
を
取

ら
じ
。
（
岩
波
文

庫

『
浄
土
三
部

経
』
上

。
本
願

に
つ

い
て
は

、
以
下
、
同

）

ま
た
、

第
十
七
頭
と

は
、
次

の
よ
う

な
も
の
で

あ
る
。

た

と
い
、
わ
れ

仏
と
な

る
を
え

ん
と

き
、
十
方
世
界

の
無
量

の
諸
仏
、
こ

と
ご
と
く
1

嵯
し

て
、
わ

が
名
を

称
え
ず
ん

ば
、
正

覚
を
取

ら
し
。

『
教
行

信
証
』
「
行
巻
」

の
主

題
は
、
第
十

七
願

の
究
明
に

あ

る
。

と
い
う
の
も

、「
行

巻
」

の
冒
頭
に

、「

…
…
し

か
る
に
こ

の
行

は

大
悲

の
願

（
第
十
七
願

）
よ
り
出

で
た
り
。

す
な
は

ち
こ

れ
諸
仏
称
揚

の
願
と
名

づ
く
、
ま

た
諸
仏

称
名
の
願

と
名

づ
く
、
ま

た
諸
仏
1

嵯

の
願

と

名

づ
く
、
…

…
」

と
あ

る
か

ら
で

あ
る
（
『
浄

土

真
宗

聖
典
－

註
釈

版
』
、

一
四

一
頁

）
。

ち
な
み

に
信

心
の
問

題
は
、

親

鸞
に

よ
れ

ば
、

そ
の
次

の

第
十
八
願

の
問

題
で

あ
る
。
『
教
行

信
証
』
「

信
巻
」

の
冒
頭

に
は

、
「

…
…
ゝ
」
の
心
（
大
信

心
）
す

な
は

ち
こ

れ
念
仏

往
生
の
願

（
第
十
八

願
）
よ
り

出
で
た
り

。
こ

の
大
願
を

選
択
本
願

と
名

づ
く

、
ま
た
本

願
三
心

の
願

と
名

づ
く
、
至

心
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信
楽

の
願

と
名

づ
く
、

ま
た

往
相

信

心

の
願

と

名

づ
く

べ
き
な

り
」

と

あ

る
（
『
浄
土

真
宗

聖

典
－

註
釈

版
』
、

二

一
一
頁

）
。
第

十
八
順
は

、
周
知

の
よ
う
に

、
次

の
よ
う

で
あ

る
。

た

と

い
、
わ

れ
仏
と

な
る
を
え

ん
と
き
、
十
方

の
衆
生
、
至

心
に
信

楽
し
て

、
わ

が
国

に
生

れ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至

十
念
せ

ん
。

も
し

、
生
れ

ず
ん

ば
、
正

覚
を
取

ら
し

。
た

だ
、
五

逆
と
正
法

を
誹
諧
す

る
も

の
を

除
か

ん
。

ち
な
み

に
、
こ
の

第
十
七
願

と
第
十
八
願

と

が
あ
た
か

も
合
わ

さ
っ
た

か
の
よ
う
な

、
同

経
巻
下

の
次

の
文
、
い
わ
ゆ

る
本
願

成
就

の
文

も
あ

る
。

十
方
恒

沙
の

も
ろ
も

ろ
の
仏
・
如

来
、
み

な
と
も

に
無
量
寿

仏
の
、
威

神
功
徳

の
不

可
思

議
な

る
こ

と
を
讃
嘆
し
た
も
う

。
あ

ら

ゆ
る
衆
生
、

そ

の
名

号
を

聞
き

で
、
信

心
歓
喜

し
、

な

い
し
I

念
せ

ん
。
至

心
に
廻

向
し

て
、

か
の
国
に
生

札
ん
と
願

わ

ば
、

す
な
わ
ち

往
生
す

る
こ
と
を
え

て
、
不

退
転

に
住
す

れ

ば
な
り

。
た
だ

、
五

逆
と
正

法
を

誹
諧
す

る
も
の
を

除
く

。
（
岩
波

文
庫
『
浄

土
三

部
経
』
上

）

な

お
、
得
生

に
つ

い
て

は
、
第
十

一
願
と
言

わ
れ

る
。
そ

れ
は
、
次

の
よ
う
で

あ
る
。

た

と

い
、

わ
れ
仏
と

な
る
を
え

ん
と
き

、
国
中

の
人

・
天

、
定
聚

に
住
し
、

必
ず
滅

度
に
至
ら

ず
ん

ば
、
正
覚

を
取

ら
し
。

参
考

ま
で
に

、
『
正

信

偶
』
に

は
、
善
導

が
独

り
「

光
明

・
名
号
因

縁
を

顕
す
」

と
あ

る
（
『
教
行

信
証
』
「
行

巻
」
、
『
浄

土
真
宗

聖

典
丿

註
釈
版

』
、
二

〇
六
頁

）
。
ま
た
、
こ

の
辺
を
て

い
ね

い
に
説

い
て
い
て
重
要

で
あ

る
と
思
わ

れ
る

『
執

持
抄
』
（
覚
如

二

二
七

〇
－

一
三
五

二

の
作

だ

が
、

親
鸞
の
言

葉

が
連

ね
ら

れ
て

い
る
）
の
第
四

条
の
文
を

掲
げ
て
み

よ
う
。
長

く
な

る
が
、
す

べ
て
引
用

す

る
。

ま

た
の
た
ま

は
く

、
光
明

名
号

の
因

縁
と

い
ふ
こ

と
あ
り

。
弥
陀
如

来
四

十
八
願

の
な

か
に
第

十
二

の
願
は
、
「

わ

が
ひ

か
り

き
は
な

が
ら
ん
」
と

誓
ひ

た
ま
へ
り
。

こ
れ
す

な
は
ち

念
仏

の
衆
生
を
摂
取

の
た

め
な
り
。

か
の
願
す

で
に
成
就
し
て
、

あ
ま
ね
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く
無
碍

の
ひ

か
り

を
も
っ
て

十
方
微

塵
世
界
を

照
ら
し

た
ま
ひ
て

、
衆
生

の
煩

悩
悪
業

を
長
時
に
照

ら
し
ま
し
ま
す
。
さ
れ

ば
こ

の
ひ
か
り

の
縁
に

あ
ふ
衆
生

、
や
う

や
く

無
明

の
昏
闇
う

す
く
な
り

て
宿
善

の
だ
ね
き

ざ
す
と
き
、

ま
さ
し
く
報
土

に
生

る
べ
き

第
十
八

の
念
仏
往

生
の
願
因

の
名
号
を
き

く
な
り
。
し

か
れ

ば
名
号
執

持
す

る
こ
と
、

さ
ら
に
自
力

に
あ

ら
ず
、
ひ

と
へ
に
光
明

に
も
よ
ほ

さ

る
る
に
よ
り
て

な
り
。
こ

れ
に
よ
り

て
光
明

の
縁
に
き

ざ
さ

れ
て
名

号

の
因

を
う
と

い
ふ
な
り
。

か
る
が
ゆ
へ
に
宗

師

善
導
大

師

の
御

こ
と
な

り

「
以

光
明
名

号

摂

化
十
方

世
使
信

心
求
念
」
（
礼

讃
）
と

の
た
ま
へ
り
。
「
但
使
信
心
求

念
」

と

い
ふ
は

、
光
明

と
名
号
と

父
母

の

ご
と
く
に

て
、
子
を

そ
だ
て

は
ぐ
く
む

べ
し
と

い
へ
ど
も
、
子

と
な
り
て
出
で

く
べ
き
だ

ね

な
き
に
は

、
父
・
母

と
な

づ
く

べ
き

も
の
な
し

。
子

の
あ
る
と
き

、
そ
れ

が
た
め
に
父

と
い
ひ
母
と

い
ふ
号
あ
り
。

そ
れ

が
ご
と

く
に
、
光
明

を
母

に
た
と
へ

、
名
号
を
父

に
た

と
へ
て

、
光
明

の
母

・
名
号

の
父
と

い
ふ
こ

と
も

、
報
土

に
正

し
く

生
る

べ
き
信

心
の
だ
ね

な
く
は

、
あ

る
べ
か
ら
ず
。
し

か
れ

ば
信
心
を

お
こ
し

て
往
生
を

求
願
す

る
と
き
、
名
号

も
と

な
へ

ら
れ
光
明
も
こ

れ

を
摂
取
す

る
な
り

。
さ
れ

ば
名

号
に
っ
き

て
信

心
を

お
こ

す
行
者

な
く
は
、

弥
陀
如
来

摂
取
不
捨

の
ち
か
ひ
成

ず
べ
か
ら
ず
。

弥

陀
如
来

の
摂

取
不

捨
の
御
ち

か
ひ
な
く

は
、
ま

た
行
者

の
往
生
浄

土
の
ね

が
ひ

、
な

に
に
よ
り
て

か
成

ぜ
ん
。

さ
れ
ば
本
願

や
名

号
、
名
号

や
本
願

、
本
願
や
行
者
、
行
者

や
本
願
と

い
ふ
、
こ

の

い
は

れ
な
り
。
本

願
寺
の
聖

人
（
親
鸞

）
の
御
釈

『
教
行

信
証
』

（
行

巻
）
に

の
た
ま
は
く

、
「
徳
号
の
慈
父

ま
し

ま
さ

ず
は

、
能
生

の
因

閥
け

な
ん
。
光
明

の
悲
ほ
ま
し

ま

さ
ず
は
、
所
生
の

縁
乖

き
な
ん
。
光

明
・
名

号

の
父
母

、
こ

れ
す

な
は

ち
外
縁
と

す
。
真
実

信
の
業

識
、
こ

れ
す
な
は
ち
内
因

と
す
。
内
外

囚
縁
和
合
し

て
報
土

の
真
身
を

得
証
す
」

と
み
え

た
り

。
こ

れ
た
と

ふ
る
に
、
口

輪
、
煩

弥
の
半

ば
に
め
ぐ
り

て
他
州
を
照

ら
す

と
き
、
こ

の

さ
か
ひ
闇
冥

た
り

。
他
州
よ

り
こ
の
南
州

に
ち

か
づ
く
と

き
、
夜
す

で
に
明

く
る

が
ご
と
し
。
し

か
れ

ば
日
輪

の
出

づ
る
に
よ
り

て
夜
は
明
く

る
も

の
な
り
。

世
の
ひ
と
っ

ね
に

お
も
へ

ら
く
、
夜

の
明

け
て
日

輪
出
づ
と
。

い
ま

い
ふ
と
こ

ろ
は
し

か
ら
ざ

る
な

り

。
弥
陀
仏

日

の
照

触
に
よ

り
て
無
明
長

夜

の
闇
す
で

に
は
れ
て
安

養
往
生

の
業
因
た

る
名

号
の
宝

珠
を

ば
う

る
な
り

と
し

る
べ
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し
。
（
『
浄
土

真
宗

聖
典
－

註
釈

版
』
、
八

六
二
～

八
六
四
頁

）

さ
ら

に
、
覚
如

『
口

伝
妙
』

に
も
、
こ

の
こ
と

が
伝
え

ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ

れ
も
見

て
お
く
こ
と

に
し

た
い
。

一

光

明

・
名

号
の
因

縁
と

い
ふ
事

。

…

…
し

か

る
に
宿
善
開
発

す

る
機

の
し

る
し

に
は
、
善

知
識

に
あ
う
て

開
恨
せ

ら
る
る
と
き
、

一
念

〔
も
〕
疑

惑
を
生

ぜ
ざ
る

こ
と

は
、
光
明

の
縁
に
あ

ふ
ゆ
え
な
り

。
も
し

光
明

の
縁
も
よ
ほ

さ
ず
は
、

報
土
往
生

の
真
因
た

る
名
号

の
因
を
う

べ
か
ら

ず
。

い
ふ
こ
こ

ろ
は
、

十
方
世

界
を
照

曜
す

る
無
碍

光
遍
照

の
明
朗

な

る
に
照

ら
さ
れ

て
、
無
明

沈
没

の
煩
惑
漸

々
に
と

ら
け
て
、

涅
槃

の
真
因

た
る
信
心

の
根

芽
わ

づ
か
に

き
ざ
す

と
き
、

報
土
得

生

の
定
聚

の
位
に

住
す
。
す

な
は

ち
こ
の
位
を

、
「
光

明
遍
照

十
方
世
界

念
仏

衆
生
摂
取
不

捨
」
（
観
経

）
と
等

説
け
り
。
ま

た
光
明

寺
（
善
導

）
の
御
釈

（
礼
讃

）
に
は
、
「
以

光
明
名
号
摂

化
十
方

但
使
信
心
求

念
」

と
も
の
た

ま
へ
り

。

し
か
れ

ば
往
生

の
信
心
の

定
ま

る
こ

と
は
わ

れ
ら

が
智

分
に
あ

ら
ず
、
光
明

の
縁

に
も
よ
ほ
し

育
て
ら

れ
て
名
号

信
知
の
報

土

の
因

を
う

と
、
し

る
べ
し
と
な
り

。
こ

れ
を
他
力

と

い
ふ

な
り
。
（
『
浄
土
真
宗

聖
典

註
釈
版
』
、
八

七
四
～
五
頁
）

と
こ

ろ
で
、

前
の
「
行

巻
」
の
文

に
は
、
確

か
に
二

つ
の
因

縁
和
合

が
説
か
れ

て
い
た
。
す

な
わ
ち
、

次
の
よ
う
で

あ
る
。

能
生
因

徳
号

の
慈
父

所
生
縁

光
明

の
悲
母

内

因

外

縁

信
心
の
業
識

光
明
名
号
の
父
母
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こ

の
二

つ
の
因

縁
和
合

に
対
し
、
『
真
宗

百
論

題
集
』
下

の
「

第
五
十

一
、
光

号
因

縁
」

の
中

、
宣
布

院
覚

音
（
一
八
二
I
I

一
九

〇
七

）
は
、
T
一
重
と
す

る
こ
と
文

に
在
っ
て
分

明
な
り

。
初
は
囚

縁
和
合
、

後
は
内
外

和
合

（
是

れ

コ

、

初
は
与
奪

（
雖
の
字

）
に

約
し
て

和
合
を
示

し
、
後
は
決

定
に
就

い
て
談

ず
（
是
れ
二

）
、
又

初
は
穫
信

有
力
、

後
は
得
果

有
力
（
是

れ
三

）
、
又

初
は
往
生
に

就

い
て
示
し

、
後
は

成
仏
に
約
し

て
明
す

（
是
れ
四

）
、
又

初
は
従
法

向
機
、
後

は
従
機
向

法
（
是

れ
五
）
、
又

初
は
光
号
二

法
、
後
は
光

号
信

の
三
法

（
足

れ
六
）
、
二
爪

の
水

際
、
是

の
如
し
」

と

い
っ
て
い
る

（
『
真
宗

叢
1

』
第
二

巻
、
四
五

三
頁

）
の
は

、
こ
の
句

の
種

種

の
見
方
を

尽
く
し

て
い
て
参

考
に
な

る
。
た
だ
し

、
そ
う
し

た
中
で
も

、
古
来

、
二
種
の
解
釈

が
焦
点

と
な

っ
て
き

た
。

同
じ
く

『
真

宗

百
論
題
集
』
「
第
五
十

一
、
光
号
因

縁
」

の
中

、
初

の
浄
満
院
円
月

（
一

八
一
八
－

一

九
〇
二

）
に
よ

る
と
、
「
此

れ
に
古

に
二

説
有

り

。

一

に
曰

く
、

初

重

は
獲

信

の

因

縁
を

明

し

、

後
重

は

得

生

の
因

縁

を

明

す

と
（
『
刊

定
記

』
、
『
樹

心
録

』
、
『
略
纂

』

等

の
如

し

）
、
二

に
曰
く
、

両
重
共

に
得
生
に

約
し

て
之

を
言

ふ
と

（
『
述
聞
』
、
『
敬
信
録
』

等
）
」
と
あ

る
（
『
真
宗
叢
書
』
第
二

巻
、
四
四
六

頁

）
。

前
者
の

説
の

ほ
う

が
一

見
わ

か
り

や

す
く
、

こ
の

説
を

採

る
者

の
ほ
う

が
多

い
の
で
は
な

い
か
と

見
受

け
る
。
す
な

わ
ち
、
第

一

の
説
は
、
ま

ず
徳
号
と
光

明
と
か

ら
、
信

心
と

い
う

果
が
生
じ

、
そ
し

て
こ
の
信
心
と
光
明
名

号
か

ら
往
生

が
得

ら
れ
る
と

い
う
も

の
で

あ
る
。
一
方

、
第
二

の
説
で
は

、
徳
号

・
光
明

の
果
も
往
生

と
見
て

、
信
心

の
因
と
は
見

な

い
も

の
で
あ

る
。
第
一

は
、
両
重
因

縁
内
重
因

果
の
義

、
二
は

、
両
重
因

縁
一
重
因

果
の
義

と
も
言
わ

れ
る
。

『
無

量
万

経
』

巻

ド
の
き
わ

め
て
重
要
な
文

、
「
ト
方

拍
沙
の
も

ろ
も

ろ
の
仏

・
如

来
、
み
な

と
も
に
桂
一
量
寿
仏
の
、
威

神
功

徳
の
不

可

思
議

な
る
こ

と
を

讃
嘆
し

た
も
う

。
あ

ら

ゆ
る
衆
生

、
そ

の
名

号
を

問
き

て
、
信

心
歓
喜
し

、
な

い
し
I

念
せ
ん
」
か

ら
す

れ
ば
、

確

か
に
名
号

を
聞
く

と

い
う

問
名

を
因
と

し
て

信
心

が
生

ま
れ

る
で
あ

ろ
う

。
し

か
も
光
明

の
は
た
ら
き

か
け
に
よ

っ
て
、
煩

悩
が
う

す

れ
て

い
く
こ

と

が
あ
っ
て
、
名

号
を
聞

く
こ

と
も
あ

る
の
だ
と
思

わ
れ

る
。
『
執

持
紗
』

に
は
、
「
か

の
願

す
で
に
成
就
し

て
、
あ
ま

ね
く

無
碍

の
ひ

か
り
を

も
っ
て
十

方
微
塵

世
界
を

照
ら
し

た
ま
ひ

て
、
衆
生

の
煩
悩
悪

業
を
長

時
に
照
ら
し

ま
し
ま
す
。

さ
れ
ば
こ
の
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ひ

か
り

の
縁

に
あ
ふ
衆
生

、
や
う
や
く

無
明

の
昏
闇
う

す
く
な
り

て
宿
善

の
だ
ね

き
ざ
す
と
き

、
ま

さ
し

く
報
土
に
生

る
べ
き
第
十
八

の
念
仏

往
生

の
願

因
の
名

号
を
き
く

な
り
。
し

か
れ

ば
名

号
執

持
す

る
こ

と
、

さ
ら
に
自
力

に
あ
ら

ず
、
ひ
と
へ
に
光
明

に
も
よ
ほ
さ

る
る
に
よ
り

て
な
り
。
こ

れ
に
よ
り

て
光
明

の
縁
に
き

ざ
さ

れ
て
名
号

の
因
を
う

と

い
ふ
な
り
二

と
も
あ

っ
た
（
前

掲
）
。
し

た

が
っ

て
、
光

明
名

号
の
父

母
に
よ

っ
て
信

心

が
生
ま

れ
る
と

い
う
こ

と
は

、
き
わ

め
て
自

然
な

説
の
よ
う

に
思

わ
れ

る
で

あ
ろ
う
。
古

来
、

初
重

の
囚
果
は

獲
信
の
囚

果
を
表
わ
し

て

い
る
と
言

わ
れ
る
所
以

で
あ

る
。

し

か
し

な

が
ら
、
初
重

に
お

い
て

、
聞
名

が
信
心
を
生

む
こ
と

に
関
し

て
、
名

号
が
因
で
信

心
が
果

で
あ

る
と
見
た
と

き
、
後
重
に

お

い
て
、
信

心

に
対
す

る
因

と
し

て
の

名
号

を
縁

と
言

っ
て

い

る
の
は

な

ぜ
で
あ

ろ
う

か
。
こ

の
こ

と
に

つ

い
て
は
、

香
月

院
深
励

ニ

し

囲
‥
九
－

一
八
一
七

）
『
教
行
信

証
講

義
』

第
二

の
い
う

、
「
名

号
と

云

ふ
も

の
は

、
信
心
に

望

め
て
は
因
也
。

報
土
往
生

に
望

め

て
は
、
名

号
は
外

縁
の
中
に
収

ま
る

。
喩
で
云

ふ
に
子

に
対
し
て

は
親
な
り

。
孫

に
対
し
て
は

、
問
に
子

を
へ
だ
て
て
あ

る
故

に
、
親

と
は
云

ふ
べ
か

ら
ず
。
子

の
体
は
親

か
ら
出

来
て
、
孫

に
対
す

れ
ば
根
本

の
親
は

縁
に
な

る
な
り

。
今

も
報
土
往
生
に
望

む
れ
ば
、
間

に
信
心

の
へ
だ
て

あ
り

。
そ
こ

で
光
明
名

は
外

縁
と
な

る
。
（
こ
れ
も

秀
紗
の
明
し

方
は
こ

れ
と
違

ふ
）
」

が
、
ま
ず
は
参

考
に
な

ろ
う

（
仏

教
大
系
完

成
会
編

『
仏
教
大
系

教
行

信
証
第
三
』

三
四

五
頁

）
。
そ

の
他
、
『
真
宗
百

論
題
集
』
下

の

「
第
五
十

一
、
光
号
因

縁
」

中
、
浄

満
院
円

月

は
、
「
後
重

は
名

号
を

以

て
機
位

と
す

る
に
非

ず
。

や
は
り

こ
れ

を
教
位

に
約

し
て

機
位

は
唯
信
心

の
I

法

と
す

、

謂
く
、
信
心

を
内
因

と
し
て

往
生

を
う

る
の
親
生

の
因
を
明

し
、
名

号
を
所

信
の
法

と
し
親
生

の
因
に
対

し
て
こ
れ
を
外

縁
と
す
、
即

ち
是

れ
「
大

願
業
力
為

増
上

縁
」

の
義

な
り
、
光

明
は
即

ち
信
中

の
破
闇
及

び
信
中

の
摂
取
に

約
す
。
一
回
I
・
I
I又
復
だ
信
後

の
摂

取
及
び

報
恩

の
称
名

の
如
き
は

因
縁
和
合

已
後

の
相
な
り

、
故
に
後
重

は
聞
名

の
当
処

を
指
し
て
こ

れ
を
云

ふ
、
信
後

は
且
く
措

い
て
論

ぜ
ず
」

と
言

っ
て

い
て
、
名
号

を
聞
名

の
当
処

に
お
け

る
所

信

の
法

と
示
し

て

い
る

（
『
真
宗
叢
書
』

第
二

巻
、
四
五

〇
頁
）
。
な

お
、

宣
布
院

覚
音

は
、
「
今
名

号
を
以
て
外

縁
と
し

給

ふ
は

、
一
説

に
法
体
を

指
す

、
摂
化
位

の
名
号
な

る
が
故
に

と
、
一

説
に
信

後
の
称
名
と
す

、
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信
を

増
上
す

る
助

縁
な

る
が
故
に
と

、
又
一

説
に
、
名
号

は
是

れ
摂
取
不

捨

の
故

に
、
此
三

由
あ

る
を
以
て
名

号
を
外

縁
と
す
、

光
号

も

と
不
二

の
義
を
知

ら
し

め
て
、
光

号
一

具
に
外

縁
と
し

給

ふ
、
『
愚
禿

妙
』

に

」
－
真

実
浄
信

心
内
囚

、
摂
取

不
捨
外
縁
」

と
の

た
ま

ふ
是

れ

な
り

、
摂
取
不

捨
故
名

阿

弥
陀

の
故
に
、
名

号
即

摂
取

不
捨

の
義

な
り
、
故

に
光
明

因

縁
釈

の
次

上

の
御
自
釈

に
、
「
帰
命
斯

行
信

者
、
摂
取
不

捨
」
と

い
へ
り
、

近
く
は
こ

の
御
釈

よ
り
起

る
が
今

の
光
号
因

縁
な
り
と

、
三
説

の
中
第
三

説
に
依
る
」
と
説

い
て

い

る
（
『
真
宗
叢
1

』

第
二

巻
、
四

五
万

頁
）
の
も

、
注
意

さ
れ
よ
う

。

し

か
し
、

か
の
「
行

巻
」

の
文
を
見

る
か
ぎ
り

、
後
者

の
因

果
関
係

に

つ
い
て
、
「
能

所
の
因

縁
和
合

す

べ
し
と

い
へ

ど
も
、
信
心

の
業
識

に
あ
ら

ず
は
光

明
土

に
到

る
こ

と
な
し

」
と
あ

る
の
で
あ

り
、
能
生

の
名

号
・
所

生
の
光
明

の
因
縁

和
合
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、

信
心

が
あ
る
と
は

限
ら
な

い
こ

と
が

い
わ
れ
て

い
る
。
そ

う
す

る
と
、
こ
の
因

縁
と
は
別

の
要
素
も

あ
っ
て

信
心
が
成
立
す

る
こ

と
も
、

考
え
ら

れ
な

い
で
は

な

い
。
そ
こ

で
、
こ

の
初
重

の
名
号

は
、
信

心
が
成
立

し
て
称
名

さ
れ

る
と
こ

ろ
を

い
う
も
の
と
し

、
信
心
と
称

念
の
合

わ
さ
っ
た
も

の
と
み

れ
ば
、

の
ち
の
信

心
と
と
も

に
そ
れ

を
得
証

の
因
縁
と
見

る
こ
と

も
で
き

る
の
で

あ
ろ
う
。

前
に
見

た
浄
満

院
円

月
は
、
古

来
の
二

説
の
中

、
後
説
を
採

る
と

い
う
。
ま

た
、
た
と
え

ば
、
興

隆
（
一
七

五
九
－

一
八
四
二

）
『
教

行

信
証

徴
決
』

第
五
に

よ
れ

ば
、
コ

往

は
初
重

に
獲
信

の
因

縁
を
明

か
し

、
後
重

に
得
証

の
因

縁
を
示

す
に

似
た
り

と
雖
も

、
再
往

は

初

重

も
亦

だ

得
証

の
因

縁

を

示

す
。
名

義

全

く

機

の

信

心

を

成

ず

る

が
故

な

り

」

と

あ

る
（
『
仏

教
大

系

教
行

信

証

第

三
』

三
四

八
頁

）
。
さ
ら

に
、
願

海
院
義

山
（
一

八
二
四
－

一

九
一
〇

）

は
、
両
重

因
果

説
の
非

な

る
こ

と
を

、
次

の
論
点

に
拠
っ

て
説

い

て

い
る
。
「
無
到
光
明

土
と
云
ひ

、
得

証
報

土
真
身
と
云

ふ
の
外

、
更

に
子

の
比
す

べ
き
も

の
文
の

な
き
と
こ

ろ
故
（
是

れ

コ

、
名
号

を
業

因
正
因

と
云

ふ
の
文

、
皆
往

生

の
果
に

望
め
て
云

ふ
所

に
し

て
、
信

心
を

果
と
す

る
の
文

な
き

と
こ

ろ
故
〈
是
れ
二

）
、

文
に
雌

可
と
云

ふ
も

の
、
初
重

は
信
心
に

望
め
、

後
重
は

往
生
に
望

む
る

の
異
あ
ら

ば
、
与
奪

の
言
用

ふ
べ

が
ら

ざ
る
か
故
（
是
れ
三

）
、
『
執
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持

紗
』

の
初
重
を
明
せ

る
文
に
云
く

「
宿
善

の
だ
ね
き

ざ
す
と
き

、
ま

さ
し

く
報

土
に
む
ま

る
べ
き
念
仏

往
生

の
願
因
名

号
を
き
く
な

り

」
と

、
是
れ
明

か
に
往
生

の
果

に
望

め
て
因
と

の
給
ひ

し

な
り

（
是

れ
四

）
、

一
に
謂
く

、
両

重
倶
に

得
生

の
因

縁
に
し
て

、
初
重

は

だ
か
仏
辺

に
於
て
顕
し

、
後
重
は

機
法
を

該
論
す

る
が
故
な
り

と
、
此
義

佳
し
、
或

は
云

ふ
べ
し
、
初

重
は
合
門
に
し

て
三

法
建
立

の
義

に
合
し

、
後
重
は

開
門
に
し
て
四

法
建
立

の
意
に
応

ず
と
ご

（
『
真
宗
叢
書
』

第
二
巻

、
四
五

六
頁

）

さ
ら
に
専

精
院
鮮
妙
は

、
こ

の
両

重
に
、
「
古

来
、
三

説
あ
り
、
一
説
に
云

く
、
離
合

の
両
重

と
す
（
或

は
会
合
の
両
重
と

も
云
ふ

）
、

又

一
説
に
云
く

、
獲
信
得
生

の
両

重

と
す
、
又
一

説
に
云
く

、
法
体
機
法

の
両
重

と
し
」

と

い
い
、
第
三

の

説
を
可
と
し

て

い
る
（
『
真

宗
百

論
題
集
』
下

、
四
五
九
頁

）
。
そ

の
理

由
で
あ

る
が
、
特

に
第
二

の
説
に

関
し

て
は
、
「
今
云

く
、
宗

義
に
差
支
な
き

も
聖
教

の
明

文

に
疎
し
、
『
執
持
紗
』
（
八
丁

）
に

、
正

し
く

報
土
に
む

ま
る

べ
き
第
十
八

の
念
仏
往

生
の
願
因

の
名
号

を
き
く
な
り
と

、
『
口
伝

欽
』

（
七
丁

）
に
「
も
し
光
明

の
縁
も

よ
は
さ

ず
ば
、
報
土

往
生

の
真
因
た

る
名

号

の
因

を
う

べ
か
ら

ず
」
と
、
何

れ
も
得
生

を
子
と
せ

り
、

名
号
を

因
と
せ
り

、
何
れ

の
所
か
信

心
を
子
と
し

て
因
縁
を

談
じ

給
へ

る
や
、
父
母
と
業

識

の
因

縁
、
得

生
の
子
を
生
ず

る
が
二
重

の

釈

な

る
こ
と

必
然

（
是

れ

コ

、
又

光
号

が
父
母

に
し

て
信
心

の
子
を

生

ず
る
と
云

ふ
も

の
何

れ
の
所
に

其
明

判
あ
る
や
、
若

し
義

あ

り
文

な
し
と
云

は

ば
未
尽

と
云

は

ざ
る
を

得
ず
（
是

れ
二

）
、

ま
た
光

号

が
若

し
獲
信

の
因

縁
な

ら
ば
光

号
の
父
母
和
合

せ

ば
必
ず
獲

信
す

べ
し
、
何

ぞ
「

能
所
因

縁
雖
可
和
合

」
と
云

ふ
こ
と
を

得
ん

、
報
土
真

身
の
子
に

望
む

る
が
故
に
、

光
号
父
母
能
所
因

縁
雖
可
和

合

と

雖
の
字

を
下

し

て
信
心

の
因
な

く

ば
得

生
の
子

を
う

べ
か

ら
ず
と
云

ふ

の
文
な

る
べ
し

（
是
れ
三

）
、
故
に
初
重
を

獲
信

の
囚
縁

と
解
す

べ
か

ら
ず
」

と
述

べ
て

い
る
。
ま

た
、
続

い
て
、
第

三

の
説
に
つ

い
て

は
、
コ
両
重

共
に
得

生
の
因

縁
に
し
て
、

初
重

は
行
中

摂

信

し
以

て

大
行
往

生
を

顕

す
、

後
重

は
信

を

開

い
て
以

て

唯
信

往
生

の
法

義

を
顕

す
」

と

明
か

し
て

い

る
（
『
真
宗

叢

書
』

第
二

巻
、
四

六
一
頁
）
。

一
方

、
晃
暁

院
智
量

（
一
八

五
二
－

一
九

一

二

は
、
今

の
第
二

・
第
三

の

説
を
と

も
に

破
し
て

い

る
。

そ
の
説
は
、
「
已

に
父
母
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と

あ
れ

ば
、
得
生

の
機

に
望

め
た
る
も

の
な
れ

ば
獲

信
の
因

縁
と
断

言
す

べ
か
ら
ず
、

ま
た

雌
可

和
合
非
信
心

等
と
云

ふ
、
獲
信

の
因

縁
に
非

ず
と
も
遮

す

べ
か
ら

ず
、
依
っ

て
今
は

法
体

成
就
に

約
し

て
得
生

の
因

縁
を
明
し

、
而

も
獲
信

の
義

を
存
す
と
云

ふ
な
り
・：
」

と

い
う
も

の
で
、
両
者

の
説
を
合

わ
せ

た
よ
う
な
説

と
な

っ
て

い
る
（
『
真
宗
叢

書
』

第
二
巻

、
四
六
五
頁

）
。

以

にに
の
よ
う

に
多
く

の
見

方

が
あ

る
の
は

、
同
じ
名

号

や
光

明
と

言
っ
て

も
、
ど
の
位

の
そ

れ
を
見

る

か
で
解
釈

が
変
わ
っ

て
く

る

か
ら
で

あ
る
。
た

と
え

ば
、
光
明

に
は

、
破
闇

・
摂
取

、
も
し

く

は
照
育
位

・
破

闇
位

・
摂
取
位

の
別

が
あ

る
と

い
う
。
名

げ
に
も
、

教
位

と
機
位
、

も
し
く
は
所

行

・
能
行

が
あ
る
と

い
う

。
こ

れ
ら
の

う
ち
の

ど
れ
を
取

る
か
、
そ

の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に

種
種

の
解
釈

が
で
き

る
わ
け

で

あ
る
。

い
ず
れ
に
し

て
も
、
親
鸞

の
場

合
、
信
心

が
正

因

で
あ

る
こ

と
は

、
間
違

い
な

い
と
こ

ろ
で

あ
る
。
決
し

て
名
号

を
唱
え

る
こ

と
が

往
生

の
正

因

に
な

る
わ
け

で
は

な

い
。
こ

の
辺

に
つ

い
て
は

、
覚

如
の

『
改

邪
紗
』

に
、
「
正

定
業

た
る
称

名
念
仏
を
も

っ
て
往
生

浄

土
の
正
因

と
は

か
ら
ひ
つ

の
る
す

ら
、
な
ほ

も
っ
て
凡

夫
自
力

の
企

て
な
れ

ば
、
報
土

往
生
か
な

ふ
べ
か

ら
ず
と
云

々
。
そ
の

ゆ
ゑ
は

願
力

の
不

思
議
を
し

ら
ざ

る
に
よ
り

て
な
り

」
と
あ
り

（
『
浄
土

真
宗
聖
典
－

註
釈

版
』
、
九
三
六
頁

）
、
ま
た
、
『
御
文
章
』

に
、
コ

念
の
信

心
発
得

以

後
の
念
仏

を

ば
、
自

身
往
生

の
業

と
は

お
も

ふ

べ
か

ら
ず
、

た
だ
ひ

と
へ

に
仏
恩

報
謝

の
た
め
と
こ
こ

ろ
え

ら
る

べ
き
も

の

な
り
」
（
『
浄
土

真
宗
聖
典
－

註
釈
版
－

』

一
〇
九
〇

頁

）
と
あ

る
の
が
参
考

に
な

ろ
う

。

さ

ら
に
、
次

の
よ
う

に
も

あ

る
。
覚
如

『
本
願

紗
』

に
は
、
「

本
願

の
お
こ
り

を
善
知

識

の
口
よ
り

き
き
う

る
と
き
、

弥
陀
の
心
光

に
摂

取
せ

ら
れ
た
て

ま
つ
り

ぬ
れ

ば
、
摂

取
の
力

に
て
名

号
お

の
づ
か
ら

と
な
へ

ら
る
る

な
り

、
こ

れ
す

な
は
ち
報
恩
の

つ
と

め
な
り
」

と

あ

る
。
（

こ

れ

は
、

名

号
・

信

心

・
光

明

・

名

ぢ

の
次

第
。
『
真
宗

聖

教

全

書
』

三

、
五

六

百

）
）
。

ま

た
、

存
覚

（

一
二

九

〇
i

二

一
七
三

）
『
浄

土
見

聞
集
』

に

は
、
「

善
知
識

に
あ
ひ

て
本
願

相
応

の
こ

と
は
り

を
き
く
と

き
、
一
念

も
疑
ふ
こ
こ

ろ
の
な
き
は
、
こ

札
す

な
は
ち
摂

取
の
心
光

、
行

者

の
心

中
を
照
護

し
て
す

て
給

は
ざ

る
故

な
り
。
光
明

は

智
慧
な
り
。

仏
智
よ
り
す
す

め
ら
れ
た
て
ま
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つ
り

て
、
□
に
名
号

は
と
な

へ
ら

る
る
な
り

。
こ

れ
さ
ら

に
行

者
の
心

よ
り
起
り

て
申

す
念
仏

に
は
あ
ら

ず
、
仏
智
よ
り
信
心

は
お
こ

り
、
信
心

よ
り
名
号

を
と
な

ふ
る
な
り
」

と
あ

る
。
（
こ

れ
は
、
光

明
・
信

心
・
名

号
の
次

第
。
『
真
宗
聖
教

全
書
』

三
、
五
六
頁
）
。

以
上

に
お

い
て
、
こ

の
句
に

お
け

る
二
重

の
因

果
の
多
様

な
解
釈
を

、
ほ

ぼ
見

る
こ
と

が
で
き

た
か
と
思

う
。
た
だ
し
、
私

は
も
う

少
し
別

の
角
度

か
ら
こ

の
句
を

考
察
し
て

み
た

い
。
古

来
、

仏
教
で

は
多

様
な
因

果
関

係
が
説

か
れ
て
き
た

。
た
と
え

ば
、
『
倶
舎

論
』

で
は
、
六
因

・
四
縁

・
五
果

が
い
わ
れ

る
が
、
こ

の
六
因
・
四

縁
・
五

果
の
説

に
照
ら
し

た
と
き

、
今

の
二

つ
の
因

果
関
係
と

は
、
ど

の
よ
う

な
因
果

関
係
に

な
ろ
う

か
。
ふ

つ
う

に

い
う
因

果

関
係
と

は
、
そ

の
中
、

特
に
同

類
因

・
等

流
果
の
関
係

で
あ

ろ
う

。
で
は
、

ま
ず
初
重

に
あ

る
名
号

が
因
で
、

も
し
も
後

重
の
信

心
が
果
で

あ
る
と
す

る
と

、
そ
れ

は
同

類
因

・
等
流
果

の
よ
う
な
因
果
関
係

な
の

で

あ

ろ
う

か
。
ま
た
後
重

の
信
心

の
因

と
得

証
の
果
と

は
、
同

じ
同
類
因

・
等

流
果
の
因

果
関
係

な
の
で
あ

ろ
う

か
。

信

心
と

往
生

す
な
わ
ち

報
土

の
真
身
の
得

証
と
は

、
菩
提
心

と
智
慧

の
関
係
と
同

様
と
見

な
せ

ば
、

同
類
因

・
等
流
果
の
関
係

と
見

な
す

こ
と

は
で
き

る
と
思

う
。
し

か
し

、
諸
仏

の
称
名

と
し

て
の
名
号

と
衆

生
の

信
心
と

の
間

に
、
そ

の
因
果
関
係

を
見

る
こ
と
は
、

ふ

つ
う

は
難
し

い
。

そ
こ

で
は

、
徳
号

も
ま

た
、

本
来

、
縁

に
相
当

す

る
は

ず
で

あ

る
。

も
ち

ろ

ん
、
縁

な
る
も

の
も
、
『
倶

舎
論
』

で
は

能
作
因
と

い
う
因
と
し

て
見

て
い
く
こ
と

が
あ

る
。
そ
の

限
り

は
囚

で
も

あ
り

う

る
が
、
し
か
し

そ
れ
は
同
類
囚

の
よ
う
な
因

と

は
異

な
る
こ
と

を
思
う

べ
き
で
あ

ろ
う

。
む
し

ろ
光
明

が
仏
智

で
あ

っ
て

、
そ
れ
を

頂

い
て

い
る

の
な

ら
、
そ

の
光
明

と
信
心
に
同

類

因
・

等
流
果
の
因

果
関
係

が
あ
る
と
見

る

べ
き

か
も
し

れ
な

い
。
ま
た
、
こ
こ

で

の
名
号
も

、
仏
智
と
不

可
分
で

あ
り

、
こ
れ
を
聞
く

こ
と

は
仏
智

が
衆
生

に
入
り

込
む
こ
と

で
あ

っ
て
、
そ

の
信
心
・
称
名

は
仏
智

の
は
た

ら
き
で
あ

る
と
考
え

る
な
ら
、
そ
こ
に
同

類
因
・

等
流
果

が
あ
る
と

い
う
こ
と

に
な

る
の
か
も
し

れ
な

い
。

前

に
、
覚
如

『
口
伝
欽
』

に
は

、「
報
土
往

生
の
真
因

た

る
名

号
の
因
」

と
あ

っ
た
（
『
浄
土

真
宗
聖
典

―

註
釈
版
』
、
八
七
五
頁

）
。
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信
心
正
因
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
解
す
る
と
き
、
そ
れ
は
信
心
と
一
体
と
な
っ
た
名
号
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
名
号
と
は
、
初
重
で
徳
号

が
諸
仏
に
よ
っ
て
称
讃
さ
れ
、
そ
れ
が
衆
生
に
聞
か
れ
て
、
そ
し
て
衆
生
が
信
心
の
も
と
に
唱
え
た
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
れ
ば
、
す

な
わ
ち
信
心
と
実
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
後
重
の
因
と
同
じ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
後
重

は
、
同
じ
こ
と
を
改
め
て
信
心
正
因
の
立
場
か
ら
説
明
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
光
明
の
摂
取
と
報
謝
の
念
仏
が
縁
と
い
う
こ
と

に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

二

、
業
識
と

『
倶
舎
論
』

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
業
識
と
は
、
い
っ
た
い
何
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

親
鸞
の
こ
の
文
章
に
は
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
た
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
「
序
文
義
」
の
次
の
文
で
あ
る
。

二

者
孝
養
父
母
」
、
即
ち
そ
の
四
あ
り
。
一
に
「
孝
養
父
母
」
と
言
う
は
、
此
れ
一
切
の
凡
夫
皆
な
縁
に
籍
り
て
生
ず
る
こ
と

を
明
か
す
。
云
何
か
縁
に
籍
る
。
或
い
は
化
生
有
り
、
或
い
は
湿
生
有
り
、
或
い
は
卵
生
有
り
、
或
い
は
胎
生
有
り
。
此
の
四
生

の
中
、
各
各
に
復
だ
四
生
有
り
。
経
に
広
く
説
く
が
如
し
。
但
だ
是
れ
相
い
因
り
て
生
ず
れ
ば
即
ち
父
母
有
り
。
既
に
父
母
有
れ

ば
即
ち
大
恩
あ
り
。
若
し
父
無
く
は
能
生
の
因
即
ち
閥
け
、
若
し
母
無
く
は
所
生
の
縁
即
ち
乖
き
な
ん
。
若
し
二
人
倶
に
無
く
は

即
ち
託
生
の
地
を
失
わ
ん
。
要
ず
須
ら
く
父
母
の
縁
具
し
て
、
方
に
受
身
の
処
有
る
べ
し
。
既
に
身
を
受
け
ん
と
欲
す
る
に
、
自

ら
の
業
識
を
以
っ
て
内
因
と
為
し
、
父
母
の
精
血
を
以
っ
て
外
縁
と
為
し
て
、
因
縁
和
合
す
る
が
故
に
こ
の
身
有
り
。（
大
正

三
七
、二
五
九
a
l
b
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
業
識
と
は
、
生
死
輪
廻
に
お
い
て
、
業
に
基
づ
き
受
生
す
る
識
を
言
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
限
り
、
業
識
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は
十

二
縁
起

に
お
け

る
識
支

の
こ

と
と
考
え

ら

れ
よ
う

。
で

は
、
そ

れ
を
業

識
と
呼

ぶ
例
は
、

あ
っ
た

の
で

あ
ろ
う
か
。
あ

る

い
は
、

無
明
1

行
1

識
1

…
…
と

い
う
縁
起

の
、
そ

の
行
と
識

と
を
合

わ
せ
て
業

識
と
呼

ん
だ

例
は
あ

る
の
だ
ろ
う

か
。

十

二
縁
起
と

い
え

ば
、
ま

ず
は

『
倶
1

論
』

が
考
え

ら
れ

る
。
実
際
、
こ

の
出

典
を

『
倶
1

論
』

と
す

る
者
も
い
た
の
で
あ

る
。
た

と
え

ば
、
東
陽
円
月

二

八
「

八
－

一
九
〇
二

」
『
本
典
仰
信

録
』

巻

二
に
は

、
「

信
心
業

識
と
は
、
信

心
は
是

れ
法

に
し

て
、
業

識
は

其

喩

な
り

。
業
識

と
は
、
十

二
支

の
中

の
是

れ
其
第
三

な
り
、
『
倶

舎
』

の
頌

に
云
く

、「

宿
諸
業
名
行

、
識
正

結
生
蕊
、
結
業
所

生
識
、

是

故
名
業

識
」
と

。
」
（
『
真
宗
叢
書
』

第
七

巻
、
二

八
旧
‥
頁

）
と

い
い
、
あ

る
い
は
ま
た

専
精
院

鮮
妙
も

『
真
宗
百
論
題
集
』
下

の
、「
第

五

十

一
、
光
号
因

縁
」

の
中
、「
問
ふ
、
業
識
と

は
云
何
。

答
ふ
、
十
二
因

縁
の

中
第
三

の
識
な
り
。
『
倶

舎
』

に
云
く
、「
宿
諸
業

名
行
、

識
正

結
生
菰

、
結
業

所
生
識

、
是

故
名
業

識
」
と

、
知

る
べ
し
」
と

言
っ
て

い
る
（
『
真
宗

叢
書
』

第
二
巻

、
四
六
三
頁
）
。

も

っ
と

も
、
実
は

『
倶
舎

論
』

に
は

、
業
識

の
語
は
出

な

い
。

関
係
の
箇

所
に

は
、
次
の

よ
う
に
あ

る
の
み

で
あ
る
。

宿

惑
位

無
明
、

宿
諸
業
名

行
、

識
正

結
生
蕊

、
六

處
前
名

色
、
従

生
胆

等
根

、
三
和

前
六

處
、
於
三

受
因

異
、
未
了
知
名

鯛
、

在
婬
愛

前
受
、
貪

資
具
婬
愛

、
総
得
諸
境
界

、
遍
馳
求

名
取
、
有

謂
正

能

造
、
牽
富
有

果
業

、
結
富

有
名
生

、
至
営
受
老
死

。
（
『
阿

毘
達
磨

倶
舎
論
』

巻
第
九
、

大
正

二
九

、
四

八
b

）

こ

の
よ

う
に
、
『
倶

舎
論
』

そ
の

も
の
に

は
、
業

識
と

い
う
用

例
は
見

ら

れ
な

い
の
で

あ
る
。
ま

た
東

陽
円
月

や
専
精
院
鮮
妙

の
挙

げ
た

『
倶
舎
』

の
文
を

、
大
正
蔵

一
巻

か
ら
八
五
巻

ま
で
を
コ

ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
を
川

い
て
検
索
し

て
み
て

も
、
見
つ
か
ら
な

い
の
が
実

情
で

あ
る
。

こ

の
こ

と
に

つ
い
て
、

香
月
院

深
励

（
一
七
四

九
－

一
八

一
七

）
『
教

行
信

証
講

義
』

第

二
に
、
次

の
よ

う

に
あ

る
の
は
、
参

考
に

な

る
。

～
業
識

と
云

ふ
は

、
過
去

か
ら
今
生

へ
生
じ

て
く

る
処

な
り
。
父

母

の
囚

縁
に
由

つ
て
子

は
生
ず

れ
ど
、
何
程
父
母
あ
り

と
も
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石
や
瓦

は
生

ぜ
り
（
じ
？

）
。
人

間
に
生

じ
て
く

る
は
、
過

去
の
業

力
で
生

れ
た

る
な
り
。
爾

れ
ば
正

し

く
人
間
の
果
報
を
受

く
る
、

因

は
、
過

去

の
業
力

に
よ

る
。
こ

れ
を
業

識
と
云

ふ
。
其
と

き
は
父
母

は
外

縁
な
り

。
過

去
よ
り

持
く

る
業
識
は
内

因
と
な
る
な

り

。
能
所
因

縁
、

讐
の
方
で
は

、
先

づ
父
母

の
因

縁
の
和
合
せ

ね

ば
、
此
界

に
は
生

ぜ
ら
れ
ぬ

。
父
母

の
因
縁
和
合

す
る
は
勿
論

と
云
ふ
事

で
、
能
所
和

合
と
云

ふ
。
其
外

に
過
去

の
心
の
種
を

得
ね

ば
往
生

は
え

ら

れ
ぬ
な
り
。

こ

の
業

識
を
、
樹

心
の
中
に
起

信

論
の
業

識
と
釈
し

て
あ
り
。
こ

れ
は
第

八
の
阿
梨

耶
識
の
業

転
現

の
三
細

の
中
の
業

な
り
。
今
云

は
く
附
ら

ず
。

起
信
論

の
業

識

と
云

ふ
は

、
根
本
無
明

の
力

に
よ
り

て
、
迷
ひ

の

根
本

の
起

る
処

を
業

識
と
云

ふ
。

あ
の
業

は
動
作

の
義
で
う

ご
き
出

る
事

、

根

本
無
明

の
風

に

ふ
か
れ
て
、
迷
ひ

の
波

の
動
き
出

た
処
を
業
識
と
云

ふ
。
樹
心

者
は

学
者
な

れ
ど
も
、
こ
う
云

ふ
事
を
云
ふ
て

は

学
者
で
は

な

い
。
此

の
序
分
義

は
、
十
二
因

縁

の
中
の
識
也

。
倶
舎

論
な

ど
で
は
、

結
生
の
識

と
云
ふ
。
過
去

か
ら
今

生
に
生

れ

く
る
、

此
界

の
生
を
結

ぶ
処

の
識
を

結
生
識

と
云

ふ
。
夫
を

序
分

義
に

業
識
と
云

ふ

た
は
、
此

の
業

は
過
去
の
善
悪

業
な
り

。

過
去

の
善
悪
業

に
由
っ
て

此
の
界

の
生
を

結
ぶ
の
識

な
る
故
、
業

識
と
云

ふ
な
り
。
漢
文

で
は
由
業

結
生
識
（
業
に
由
り

て
生
を

結

ぶ
識

）
と
云

ふ
も
の
な
り

。
よ
り

て
と
は

、
こ
う

い
ふ
と
き
は

山
の
字

を
か
く

。
由
業
得
生

（
業

に
由
り
て
得
せ

ら
る
る
）
の

識
な
り

。
択

が
所

得
の
滅
を

択
滅
と
云

ふ
。

択
滅
は
択

が
滅
の
依

主
釈

な
り

。
今

も
依
主
釈

に
し
て

、
業

が
識
の
業
識

な
り
（
仏

教
大
系
完

成
会

編

『
仏
教
大
系

教
行

信
証
第
三
』

三
四

五
百

）
）
。

こ

う
し

て
、
業

識
の
語

は

『
倶

舎
論
』

に
は

な

い
も

の
の

、
結
生

の
識

を
業
識

と
呼

ん
だ
も

の
で
、

そ

れ
は
、
『
倶
舎

論
』

に

拠
っ

た
も

の
だ
と

解
説
さ
れ

て
い
る
。

『
倶
舎

論
』

に
お
け

る
結
生

の
識
は

、
第
六

意
識

と
な

ら
ざ

る
を

え
な

い
で

あ
ろ
う

。
し

か
し
大

乗
仏

教
で
は
、
よ
り

深
く

識
を
捉

え

て

い
る
。
唯
識

で

い
え

ば
生
死
輪
廻

の
中

の
結
生

の
識
は
、

第
八
阿

頼
耶
識
と

な

る
は

ず
で
あ
り

、
大
乗

仏
教
の
他
の
立
場

で
も
そ

の
よ
う

な
識

が
考
え

ら
れ
て

く

る
は

ず
で

あ

る
。
こ

の
こ

と

に
関
し

て
は

、
円

乗

院
宣
明

（
一
八
三

五
－

一

九
一
四

）
『
教
行
信

証
顕
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真
録
』
第
二
が
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

信
心
業
識
と
あ
る
は
是
は
喩
な
り
。
業
所
引
の
識
支
と
云
ふ
也
等
、
八
識
の
こ
と
を
業
識
と
云
ふ
。
十
二
支
の
上
で
も
識
と
云

ふ
の
は
業
所
引
の
識
で
、
第
八
識
の
こ
と
。
起
信
の
上
で
見
て
も
業
識
は
第
八
識
の
こ
と
。
是
は
序
分
義
に
自
業
識
と
有
る
に
よ

り
て
、
業
識
を
以
つ
て
信
心
に
喩
へ
給
ふ
迄
の
こ
と
な
り
。
…
…
（
『
仏
教
大
系

教
行
信
証
第
三
』
三
同
一
頁
）

確
か
に
『
起
信
論
』
の
業
識
の
業
の
意
味
は
、
い
わ
ゆ
る
善
悪
業
の
業
と
は
異
な
り
、
そ
れ
は
起
動
の
意
味
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で

業
識
を
十
二
縁
起
の
第
三
支
（
業
所
引
の
識
）
と
取
る
べ
き
だ
と
す
る
と
、
そ
の
意
味
で
の
業
識
で
は
な
い
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し

大
乗
で
そ
の
結
生
の
識
を
考
え
る
と
き
は
阿
頼
耶
識
に
も
な
り
、
そ
れ
を
『
起
信
論
』
で
い
え
ば
業
識
に
あ
た
る
も
の
と
同
じ
も
の
が

ら
と
も
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
智
逞
（
一
六
九
〇
－

一
七
六
八
）
『
教
行
証
文
類
樹
心
録
』
巻
三
の
次
の
よ
う
な
解
釈
も
生
ま
れ
え
る

こ
と
に
な
る
。

信
心
業
識
と
は
、
業
識
を
以
っ
て
信
心
に
喩
う
る
な
り
。
業
識
と
は
、
起
信
論
に
意
の
差
別
を
説
く
に
、
五
有
り
。
一
に
業

識
、
二
に
転
識
、
三
に
現
識
、
四
に
智
識
、
五
に
相
続
識
。
前
の
三
は
阿
頼
耶
識
の
自
体
分
・
見
分
・
相
分
な
り
。
後
の
二
は
、

意
識
の
細
分
別
な
り
。
今
、
業
識
と
言
う
は
、
頼
耶
の
自
体
分
を
挙
げ
て
総
報
の
果
体
を
示
し
、
以
っ
て
信
心
に
喩
う
る
な
り
。

起
信
論
に
云
く
、
業
識
と
は
、
謂
く
、
無
明
力
に
よ
っ
て
不
覚
の
心
動
ず
る
が
故
に
。
疏
に
云
く
、
起
動
の
義
、
是
れ
業
の
義
な

り
。
故
に
、
因
は
親
な
り
縁
は
疎
な
り
、
故
に
内
因
・
外
縁
と
云
う
。
此
の
中
、
両
重
の
因
縁
と
は
、
往
生
浄
土
他
力
安
心
の
骨

目
な
り
。
論
註
に
云
く
、
信
仏
因
縁
を
以
っ
て
浄
土
に
生
ま
る
る
を
願
い
、
仏
願
力
に
乗
じ
て
便
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
、
と
は

即
ち
此
の
義
な
り
。

（
『
真
宗
全
書
』
三
六
、四
二
圭
二
頁
）

こ
の
『
樹
心
録
』
の
『
起
信
論
』
の
業
識
を
採
る
説
は
、
起
動
の
意
味
か
ら
で
は
な
く
、
業
所
引
の
識
（
総
報
の
果
体
）
と
し
て
の

阿
頼
耶
識
の
自
体
分
を
読
も
う
と
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
参
考
ま
で
に
業
識
の
語
義
に
も
言
及
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
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と
も

あ
れ
、
少
な
く

と
も

『
序
文

義
』

の
業

識
は

、
生
死
輪
廻

の
な

か
の
受
生

す
る
識

で
あ
り
、

十
二

縁
起
の
識

支
で
あ
り
、
そ

れ

は

善
悪

の
業

に
基

づ
い
て
中
有

の
後

に
初

め
て
結
生

さ
れ
る
識

と
考
え

ざ
る
を
え

な

い
。
こ

の
立
場

か
ら
す

れ
ば
、

親
鸞

の

い
う
信
心

の
業

識
に

つ
い
て
は
、

や
は
り
次

の
よ
う
な

解
釈
を
と

ら
ざ

る
を

え
な

い
。
深
励

『
広
文
類
会

読
記
』

巻
七

に
は
、

業
識

は
た
と
へ

な
り

。
樹
心
に
は

起
信
論

の
三

細
中

の
業

の
こ

と
に
し

て
起
信
論

に
業

識
と
云

ふ
と

弁
じ
て
あ
れ
ど
も
非

な
り
。

序
分
義

の
文
、
明

な
り

。
倶
舎

論
五

に
云

う
て

あ
る
結
生

の
識
の
こ

と
也
。
過

去
か

ら
生
じ
て

来
て
今
生

へ
生

る
ヽ
識
の
こ
と
な

り

。
父
母

が

あ
っ
て
も

結
生

の
識

が
な
け
れ

ば
生

れ
て
く

る
こ
と

が
な

ら

ぬ
。

十
二
因

縁

の
中
で

は
無
明
行
識
と
云

ふ
識

な
り
。

そ
れ
を
業

識
と
云

ふ
は
今
人
問
界

の
果

報
の
身
を
受

け

る
因

が
こ

の
結
生

の
識
な
り
。

な

ぜ
な

れ

ば
過
去

の
善
悪

の
業
に
よ
り
て

こ

の
界
へ
生

る

ヽ
識

ゆ
へ
に
業

識
と
云

ふ
な
り
。

そ
れ

が
こ

の
界

へ
生

る

ヽ
因

に
な

る
な
り
。

業
に
よ

っ
て
生
を

結
ぶ
の
識
と
云

ふ
こ
と
な
り

。
例
せ

ば
択

が
所

得
の
滅
を

択
滅
と
云

ふ

が
ご
と
く
依
主

釈
な
り

。
今
も

業

が
識

の
依
主
釈

な
り
。
父
母

の
因
縁

あ

っ
て
も
業
識

な
く

ん
ば
人
身
は
受

け
ら

れ
ぬ
。
今

も
光
明
と

名
号
と

あ
っ
て

も
陀
力

の
信
心
を

得
ね

ば
浄
土
に
生

る
I

」
と
は
な

ら
ぬ
な
り

（
『
真
宗

大
系
』

一
三
、
四

〇
三
頁

）

と
あ

る
。
こ
の

『
広
文
類
会

読
記
』

十
八
巻

の
成
立
は
文

化
二
年

（
一
八
〇

五
）
－

文
化
三
年

（
一
八

〇
六

）
で
あ
る
。

ま
た
、
松
島

善

譲

（
一
八
〇
六
－

一
八
八

六
）
『
教
行
信

証
敬
信
記
』

巻
六

も
、
『
倶
舎

論
』

に
拠

る
立
場
を

次

の
よ
う
に
示
し
て

い
る
。

今

茲
の
業

識
の
業

か
宿
の
諸
業

の
こ
と

に
て
。

第
二

の
業

支
な
り

。
こ
の

宿
世
の
諸
業

が
因

と
成
て
。
現
在

の
果

を
感
す
。
そ

の

果
を
感
じ

初
め
か
第
三

の
識

な
り

。

さ
れ
ば
倶
舎

に
識
は
正

枯
生
菰

と
云
ひ

。
又
母

胎
等
に

於
て
。
正

く
結
生
す

る
時
の
一
刹

那

の
位

の
五
蕊

を
識
と
名

く
等
と
云

へ
り

。
故
に
過

去
の
業

に
由
て

。
胎
内

に
結
生
す

る
初
め
を

業
識
と
云
ふ
。
即

ち
倶
舎

の
業

識

結
生

の
初
と
云

へ

る
も

の
是

な
り
。
（
中

略
）

然
る
に

樹
心

録
は
。
こ

れ
を

起
信

論
の
五

意

の
中

の
初

の
業

識
と
せ
り

。
或
説

に

も
。
業
識
と

は
頼
耶

の
三

細
な
り

。
こ

れ
起
信

の
所
談
な
り

等
と
云

へ
り
。

此
等

の
意
に
て
は

。
起
信

論
の
業
識

に
当
つ

る
も
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の
な
り
。
（
中

略
）
樹

心
等

に
は
。
今

の
業

識
は
其

の
こ

と
な
り

と
云

へ
り
。
こ

れ
を
或

説
に
。
起

信

の
五
意

の
中
の
業

識
と
み

れ
は
。
仏

に
あ
ら

ず
ば
知
ら
れ

ざ
る
程
微

細
な

る
も
の
也
。
夫

を
爰
に

出
し
て
。

凡
夫
を

さ
と
す
必

要
も
な
き
こ
と

な
れ
は
。
是

は

倶
舎
の
十
二
因

縁

の
第
三
番
と

す

る
が
当

然
な
り

。
喩
と
す

る
に
は

手
近
き
こ

と
を
以

て
す
へ
き

こ
と
な
り
と
云
ひ

て
。
倶
舎

に
当

て

ヽ
解
釈

せ
り
。
是
は
可
然

こ
と

敗
。
併
し

頼
耶

の
三

細
に
当

つ
る
も

の
。
学

者
に
段

々
有
り
。
故

に
可
考
こ

と
な
り

。（
『
真

宗

全
書
』

三
〇

、
三
六

七
－

三
六
九
頁

）

こ
の

よ
う

に
、
『
起
信

論
』

の
業

識
は
、
凡

夫
に
は

関
係
し
え

な

い
と
し

て
、
『
樹
心

録
』
等

の
説
を

批
判
し
て

い
る
。

こ
れ

ら
を
受

け
て

か
、
戦
前

の
こ

ろ

の
山
逞

習
学
・
赤
沼

智
善

『
教
行
信

証
講
義
』

に
も

、
そ

の
「
字
解

」
に
、
業
識
に
つ

い
て
、「
過

去

の
善
悪

の
業
の
こ
と

で
あ

る
。
こ

の
善
悪

の
業

に
依
っ

て
、
今
生

の
識
を
得

る
も
の

で
あ

る
か
ら
、
業

の
こ
と
を
業
識
と

い
う
た
の

で

あ
る
。
信

心
の
業
識

と

い
ふ
は
、
人
問

に
と

っ
て

、
生
を

結

ぶ
一
番

根
本

に
な
る
も

の

が
業

識
で
あ

る
か
ら
、
信
心
を

一
番

根
本
に

な

る
業

識

に

喩

へ

た

も

の

で

あ

る

」

と

い

っ

て

い

る
（

山

逢

習

学
・

赤

沼

智

善

『
教
行

信

証

講

義
』
、

第
一

書

房
、

昭

和

一

三

年
、

三
九
二
頁

）
。
ま
た
、
そ

の
「

講
義
」
で

は
、
「

…
…
け

れ
ど
も

い
か
に
父
母

の
因

縁
が
具
足
ひ

和
合
し

て
ゐ
て
も
、
夫

が
私
共
に

正

し

く
至

り
届

い
て
子

の
方
に
生

を
結

ぶ
識

と
な

る
過

去

の
善

悪
の
業

が
な

い
な

ら

ば
、
子

が
生

れ
る
と

い
ふ
こ
と
は
な

い
も
の
で
あ

る
。
今

も
丁
度
そ

の
如
く

、
光
明
名

号
の
父
母

の
因

縁
が
和
合

し
て
下

さ
れ
て
も

、
そ

れ
が
私
共

の
心
に
正
し

く
い
た
り
届

い
て
金
剛

の
信

心
が
わ

が
胸
に
宿
り

給
は
な

か
っ
た
な

ら
ば
、
何

の
所

詮
も
な

い
こ

と
で

あ
る
。
即

ち
「
父
母

」
と

い
ふ
こ
と
は
「
子
」

に
対
し

て
の
名

前
で
あ

る
。
子

が
な
け
れ

ば
父
母
も
な

い
。
如

来

の
御
手

許
に
名

号
光
明

の
仕
掛
け

が
出

来
て
ゐ
て

も
、
そ
れ
が
正

し

く
こ
の

胸
に
頂

い
て
信
心

と
な

ら
な
け
れ

ば
、
光
明
土

に
往
生
す

る
こ

と
は
出

来
な

い
。
夫

で
あ

る
か
ら
、

生
れ
た
子

の
業

識
に
喩
へ

た
真
実

の
信
心

は
、
則
ち
内

の
正

因

で
、
子
を

生
む
父
母

に
喩

へ
た
光
明

名
号
は
外

の
縁
で

あ

る
、
か
や
う

に
内

の
信

心
の
因

と
外

の
光
明
名

け

の

縁
が
和
合
し

て

、
初

め
て
報

土
に
往
生

し
て

真
報

身
の

証
り
を

開
く
こ

と

が
出

来

る
の
で

あ

る
」
（
同

前
、
三

九
三
頁

）

と
も
説
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く

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
現
代

の

『
浄

土
真
宗

や
典
－

註
釈
版
』

の
脚
注
に

も
、
「
業
識

父
母

の
和
〈
‥
に
よ

っ
て
母

胎
に

宿
る
個
人
（
子

）
の
主

体

で
あ

る
識

別
作
用
。
こ

こ
は
信
心

を
業
識

に
喩
え

る
」
と
あ

る
（
『
浄
土
真
宗

聖
典
－

註
釈
版
』
、
一
八
七
頁
）
。

こ

の
よ

う
に
、

業
識

に
つ

い
て
は
、
結

局
、
『
倶
舎

論
』

の
十
二

縁
起

説
を

基
盤

と
し

た
解
釈

が
、
こ

れ
ま

で
の
大
勢
を
占

め
て

い

る

の
が
実
情

で
あ

る
。

す
な
わ
ち

、
真
宗
の
学

僧
の
ほ

と
ん
ど

が
業

識

『
倶

舎
論
』

出
拠

説
を

取
っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

三
、
業
識
と

『
大
乗
起
信
論
J
I

し

か
し

、
そ

れ
で

は
な

ぜ
そ
の
よ
う

な
業
識

が
、
信

心
と

結
び
つ
く

の
で
あ

ろ
う

か
。
今

の
山

来
と
さ
れ

る

『
序
文
義
』

の
文

に
は
、

信
心

の
こ
と
は
何

も
出

て
お
ら
ず
、
そ

の
限
り

特
に
問

題
と
な

る
こ

と
は
な

い
。
し

か
し
親
鸞

の
場
合

は
、
実

に
信
心
と

業
識
が
結
合

さ
れ
て

い
る

の
で

あ
る
。

果
た
し
て
業

と
金
剛

の
信
心
と

が
結

び
つ
く
の

か
、
ど
う

も
不
審
で

あ
る
。
そ

こ
で
、
業

識
に
つ

い
て
さ
ら

に
検
討
し

て
み
た

い
。

す

で
に
示

唆

さ
れ

て

い
た
よ
う

に
、
『
大

乗
起
信

論
』

に

は
業

識
そ

の
も

の
が
出

る
の
で

あ
り
、
し

か
し

そ

れ
に
拠

る
と
の

説
は
、

批
判
の
対

象
に
な

る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
に

つ
い
て
、

あ
ら
た
め

て
検
討
し

て
み
た

い
と
思
う
。

『
大

乗
起
信

論
』

は
、

周
知

の
よ

う
に
、
「
「

心
・
二
門

・
三
人

・
四

信
・
五
行

」
と

い
う
、

き
わ

め
て

組
織
立
っ

た
説
述
を
し
て

い

る
こ
と
で
有
名

で

あ
る
。
こ

の
衆
生
心

二

心

）
に
具
わ

る
真
如
門

・
生
滅
門

の
後
者

に
、
本

覚
・
不
覚

・
始
覚

が
説
か
れ
る
。
そ

の

不

覚
に
は
、

次
の
よ
う

な
こ
と

が
説
か

れ
て

い
る
。
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根
本
不
覚

枝

末

無
始

無
明

相 相 業
相

阿
梨

耶
識
－

心

相

分
別
事
識
－

意
識

苦 業

こ

の
、

い
わ
ゆ

る
三

細
の
無
明

業
相
に
相
当

す

る
と
こ
ろ

に
、
業
識

の
名

が
出

る
の
で

あ
る
。
そ

の
辺

に
関
し
て
、
『
大

乗
起
信
論
』

に
は

、
次

の
よ
う
に

あ
る
。

復
た
次

に
、
不

覚
に
依

る
が
故
に
、
三

種

の
相

を
生

ず
。
彼
の
不
覚

と
相

応
し
て
相

い
離
れ

ず
。
云
何

ん
が
三

と
為
す
。

一
に

は
、
無
明

業
相
。
不

覚
に
依

る
を
以

っ
て
の
故

に
、
心
動

ず
る
を

説
い
て
名

づ
け
て
業

と
為
す

。
覚
す

れ
ば
則
ち
動

ぜ
ず
。

動
ず

れ

ば
則
ち
苦

有
り

。
果
は
因
を

離
れ

ざ
る
か
故

に
。
（
仏
教
大
系
刊

行
会

編
『
仏
教
大
系

大
乗

起
信
論
』
、
中
山
書
房
（
復
刻
版

）
、

昭

和
五
二
年

（
原
本

大
正

八
年

）
、

一
五
一
頁
以

下

）
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復

だ
次
に
、

生
滅

の
因

縁
と
は
、

謂
わ
所

る
、
衆
生

は
心
に
依
り

て
意

と
意
識

と
転
ず

る
が
故
に

。
此

の
義
云
何
。
阿
菜

耶
識

に
依

る
を
以

っ
て
無
明

有
り

と
説
く

。
不
覚

に
し
て
而

も
起
こ
り

、
能
見

、
能
現
、
能
く

境
界
を
取

り

、
念
を
起
こ
し

て
相
続
す

。

故
に

説

い
て
、
意

と
為
す

。
此

の
意
に
復

だ
五
種

の
名

有
り

。
云

何

ん
が
五

と
為
す

。
一

に
は
名

づ
け

て
業
識
と
為

す
。
謂
く

、

無
明

の
力

に
よ
り

て
不
覚

の
心
を
動

ず

る
が
故

に
。
二

に
は
名

づ
け

て
転
識

と
為
す

。
動
心

に
依

り
て

能
見

の
相
あ

る
が
故
に

。

三
に
は

名

づ
け

て
現
識

と
為

す
。
一‐一一一
―（
同
前

、
一
ヒ

ー
頁
以
下

）

無
明

業
相

の
業
は

、
「

心
、
動

ず
る
」
こ

と
な

の
で

あ
り
、
法

蔵
も

『
義
記

』
に

お

い
て

、
「

一
に
動

作

の
義
、
二
に
因

と
為

る
義
」

と
し

て

い
る
（
同
前

、
一
五

五
頁

）
。
因

の
義

と
は
、
苦

果
の
因

と
な

る
と

い
う
こ

と
で
あ

ろ
う
。
ま

た
、
業

識
と
は
、
「

無
明

の
力
に

よ

り

て
不
覚

の
心

を
動

ず

る
が
故

に
」

と
あ

っ
た

。
こ

の
業
識

に
つ

い
て

、
法

蔵

の
『
義
記
』

は
、
「

初

の
中

に
無
明
力
と

言
う

は
、

謂

く
、
根
本

無
明
に
し

て
即
ち
所

依
の
縁
な

り
。
心

は
自
ら
起

き
ず
、
起
き

る
こ
と

必
ず

縁
に
由

る
こ

と
を
明

か
す
。
不
覚
心
動

と
は
、

正
し

く
起
相

を
明

か
し

て
業

の
義
を
釈
成

す
。
起

動
の
義

は
是
れ
業

の
義
な

る
が
故
に
」
と
説
明
し

て

い
る
（
同
前
、
一
七
七

頁
）
。

こ
う
し

て

、
『
起

信
論
』

の
業

識
の
業
と

は
、

善
悪

の
業
の
こ

と
で

は
な
く

、
起
動

の
意

だ
と

い
う
。

こ

の
よ
う

な
意
味
で

あ

る
べ

き

『
起

信
論
』

の
業

識
は
、
『
起
信

論
』
中

、
他

に
も
何

箇
所

か
で
用

い
ら

れ
て

い
る
の
を
見

る
こ

と

が
で
き

る
。
参
考
ま
で

に
あ

げ

て

お
こ
う

。
た
と
え

ば
、

い
わ
ゆ

る
染

浄
薫
習
（
染
浄
相

資
）
を

説
く

箇
所

に
は
、
次

の
よ
う

に
あ

る
。

復

だ
次
に

、
四
種

の
法
薫
習

の
義

有

る
が
故
に
、
染

法
浄
法
起

こ
り

て
断
絶
せ

ず
。
云
何

ん

が
四

と
為

す
。

一
に
は
浄
法
。
名

づ
け

て
真
如

と
為
す
。
二

に
は
一
切

の
染
因

。
名

づ
け
て
無
明

と
為
す

。
三
に
は

妄
心
。
名

づ
け

て
業
識

と
為
す
。
四

に
は
妄

境

界
。

謂
わ
所

る
は
、
六

塵
。
（
同

前
、
二

二
六
頁

）

こ

こ
は

、
浄
法

に
真
如
、
染

法
に
、

一
切
染
因

（
無
明

）
・

妄
心
（
業

識
）
・
妄
境
界

（
六
塵

）
を
あ

げ
て
い
る
。
こ

の
妄
心
の

薫
習

に
は

、
実

際
に
は
次

の
よ
う

に
あ

る
。

-bti-



妄
心
重
一
習
の
義

に
二

種
有

り
。
云
何

ん

が
二

と
為
す

。
一
に
は
、
業
識

根
本
重
一
習
。
能
く

阿
羅

漢
、
肺
支
仏
、
一
切
菩

薩
の
生

滅
の
苦
を
受

く

る
が
故
に
。
二

に
は

、
増
長
分
別

事
識

煎
習
。
能

く
凡
夫

の
業
繋

の
苦
を
受
く

る
が
故
に
。
（
同
前

、
二
三

三
頁

）

ま

た
、
無
明

の
薫
習

に
は
、
次

の
よ
う

に
あ

る
。

無
明
重
一
習
の
義

に
二

種
有
り

。
云
何

ん

が
二

と
為
す
。

一
に
は

根
本
薫

習
。
能
く

業
識
を
成

就
す

る
義
を
以

っ
て
の
故

に
。
二

に
は
、
所

起
見
愛
重
一
習
。
能

く
分
別
事

識
を
成

就
す

る
義

を
以

っ
て
の
故

に
。
（
同

前
、
二
三

四
頁

）

こ

の
よ
う

に
、
随
処

に
業

識

の
語
を
見

る
の
で
あ
り

、
そ

れ
は
三

細

の
業
識
と

ほ

ぼ
変

わ
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
無
明

煩
悩

に
汚

染

さ

れ
て

成

立

す

る
識

な

の

で

あ

る
。
他

の
箇

所

に
、
「
軒

し

心

動

有

ら

ば
、

真

の

識
知

に
非

ず
。
云

々
」

と
も

あ

る
（

同

前
、
二

六
二
頁

）
。
そ

の
限
り
、

な

る
ほ

ど

『
起

信
論
』

の
業

識

が
、
親
鸞

の
「
信

心

の
業

識
」

と
な

っ
た
と

は
い
え
そ
う

も
な

い
よ

う

で

あ
る
。

や
は
り

『
起
信

論
』

の
業
識

よ
り
は

、
『
倶
舎

論
』

の
ほ

う

が
、
父
母

に
対
す

る
過

去

の
業
因

つ
ま
り

受
生

の
真
因

の
意

味

合

い
で
讐
喩
的

に
用

い
ら
れ
て

い
る
と
し
て

、
ま

だ
し

も
親

鸞
の
「

信
心

の
業

識
」
に

近

い
の
で

あ

ろ
う

か
。
そ
の
場
合
、『
起

信
論
』

の
業
識

も
、
総
報

の
果
体
と

い
う
意
味

の
限
り

に
お

い
て

、
そ

れ
に
つ
ら
な

る
も

の
と

見

る
こ

と
は
可

能
で

あ
ろ
う
と
私

は
思
う

が
。

四
、
業
識
と

『
大
乗
起
信
論
J
H

し
か
し
な
が
ら
、
実
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
は
、
ほ
か
に
も
業
識
の
語
は
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
概
念
に
つ
い
て
も
っ
と
掘
り

下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
起
信
論
』
に
は
、
三
大
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
用
大
の
説
明
の
な
か
に
、
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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此

の
用

に
二
種

有
り
。
云
何

ん

が
二

と
為
す

。

一
に

は
、
分
別

事
識
に
依

る
。
凡
夫

・
二
乗

の
見

る
所

の
者
を

、
名

づ
け

て
応
身

と
為
す

。
転
識

の
現
な
る
を
知
ら

ざ
る
を
以

っ
て
の
故

に
、
外
従

り
来
た

る
と
見
て

、
色
の
分

斉
を
取
り

、
尽
く

知

る
こ

と
あ
た

わ
ざ

る
が
故

に
。
（
同

前
、
二

六
九
頁

）

二
に

は
、
業
識

に
依
る
。

謂
く
、

諸
の
菩
薩

の
、
初
発

意
従
り
乃

し
菩
薩

究
竟
地

に
至

る
ま
で

の
心
の
所
見
を
名

づ
け

て
報
身

と

為
す

。
身
に
無

量
の
色
有
り

、
色

に
無
量

の
相
有
り

、
相

に
無
量

の
好
有
り

、
所

住

の
依
果
も

亦
だ

無
量

の
種

々
の
荘
厳

有
り

。

示

現
す

る
所
に
随

っ
て
即

ち
辺

有

る
こ
と

無
し
。

究
尽

す

べ
か
ら

ず
。
分
斉

の
相
を

離
れ
、
其

の
所

応
に
随
っ
て
常
に

能
く
住
持

し

て
毀
せ

ず
、
失
せ

ず
。
是

の
如
く

の
功
徳
は

皆
な
諸
波

羅
蜜

等
の
無
漏

の
行
魚
及

び
不

思
議
風

の
成

就
す

る
所

な
る
に
因

っ
て
、

無
量
の
楽

相
を
具
足
す

。
故

に
報
身
と
為

す
。
（
同
前

、
二

七
二

頁
）

こ

の
よ
う

に
、
初
発

意
以

上
、
す

な
わ
ち
信

成
就
発
心

し
た
十

住
（
十

解
）

の
初
位
以
上

の
菩

薩
が
、

業
識
に
依
っ
て
見

る
仏
を
報

身
と
し

て

い
る
。
浄
影
寺

慧
遠
の

『
大
乗
起
信

論
義
疏
』
（
『
浄
影

疏
』
）
は
、
こ

こ

の
業

識
に

つ

い
て

、
第
七
識
と
し

て
い
る
。

海
東

元
暁

の

『
大
乗
起
信

論
疏
』
（
『
海
軍
疏
』
）

は
、
ま

ず
、
「

報
身

の
中
に
依

於
業
識
と

言
う

は
、
十

解
以
上
の
菩
薩
は

、
能
く
唯

心
に
し

て
外
塵

無
き
義
を
解

す
。
業

識
の
義

に
順

じ
て

、
仏
身
を
見

る
を
以

っ
て

の
故
に
、

依
於
業

識
見

と
言
う
な
り
」
と

あ
り
、
実

際
に
業

識

に
よ

っ
て
見

る
と

い
う

よ
り
、

識
内

の
存
在

と
し
て

理
解

す
る
こ

と
を

い
う

の
だ
と
し

て

い
る
。

ま
た
、
「
然

る
に
此

の
菩

薩

は
、

其
の
分
斉
即

ち
無
分

斉
な
り

と
知

る
が
故

に
、
随

所
示

現
即

無
有
辺

、
乃
至

、
不
毀
不

失
と

言
う

な
り
」
と
あ
っ
て
、
色

相
等

を
見

て

も
そ

の
無

辺
な

る
こ

と
を
r

解
し

て

い
る
と

い
う

。
さ
ら

に
そ

の
報

身
で

あ
る
所
以

と
し
て

、
「

此

の
無
障
擬
不
思

議
の
事
は

、

皆

な
六

度
深
行

の
煎
と
及

び
真
如
不
思

議
薫

の
成
就
す

る
所
な

る
に
由

る
。
是
の
義

に
依

る
が
故

に
、
名

づ
け
て
報
身
と
為

す
。
故

に
、

乃
至

具

足
、

無
量
楽
相

故
説

報
身

と
言
う

な
り
。

…
…
」
等

と

述

べ
て
い

る
。

な
お

、
「
摂

論

の
中

に
は

、
地
前
散
心

の
所
見

に
分
斉

の
相

有

る
を
説
く

が
故
に
化

身
に
属
し

、
今
此

の
論
の
中

に
は
、

此
の
菩

薩
の
三
昧

の
所
見

は
、
分

斉
の
相

を
離
る
る
こ
と
を
明

か
す
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が
故

に
、
報

身
に
属
す

。
是
の
道

理
に
由

っ
て
、
故
に
相
違

せ

ず
」
と
し

て
、
実
は
こ

の
所
見

は
、
三

昧

に
お

い
て
な
の
だ
と

い
う

（
以

上

、
同
前

、
二
七
三
頁

）
。
こ

の
こ

と
に
つ

い
て
は
、

の
ち
に
検

討
し

た
い
。

さ
ら

に
同
じ
元

暁

の

『
大
乗

起
信

論
疏
別
記

』
（
『
海
東
別

記
』
）
で

は
、

ふ
つ
う

の
唯
識

で
は

地
上

（
十
地

の
初
地
以

上
）

で
初

め

て

報
身
を
見

る
こ
と

が
で
き

る
と
す

る
説
に
対
し
、
「
今

、
此

の
中
に
は

、
凡

夫
・
二

乗
の
所
見

を

説
き
て

、
名

づ
け

て
応
身
と

為
す
。

十

解
の

初
心

よ
り
以
下

の
所
見

を
名

づ
け

て
報
身
と

為
す
。

菩
薩
深
く

唯
識
を

信
じ
業

識
の
義

に
順

じ

て
外
来
と
計
せ
ず

、
凡

小

に
同

じ

が
ら

ざ
る
こ

と
を
明

か
さ

ん

が
為

の
故

な
り
」
と
し

て
、

こ

の
説

の
意

味
合

い
を

解
説
し

、
「
又

復

だ
此

の
中
は

、
此

の
三

賢

の
菩

薩

の
、
三
昧

心
に
依
り

て
見

る
所
の
妙
相

に
就
く

が
故
に
、

報
仏

の
摂

に
属
す

」
と
し

て
や
は
り
三

昧

に
お

い
て
見

る
も

の
だ
と
し

て

い
る
（
以
上

、
同
前

）
。

賢

首
大

師
法
蔵

の

『
大
乗
起

信
論
義
記
』
（
『
義
記
』
）
に
つ

い
て
は
、
こ

の
箇
所

の
注
釈
を

す

べ
て
掲
げ

て
お
こ
う

。

報
身

の
中
に

、
三
有
り

。
初

に
は
、
識

に
約
し
て
人
を

挙

げ
、
一
。に
は

、
身
有

無
量
の
下

は
、
所

見
の
報
相
を
明

か
す
、
三

に

は
、

果
、
因

に
由

る
こ
と

を
結

び
、
報
の
名
を

釈
顕
す

。

前

の
中
に
、
依

業
識
と

は
、
十

解
已
去

の
菩

薩
は
、

能
く
唯

識
に
し
て
外

の
諸

塵
無
し

と
解
す
。

業
識

の
義
に
順

じ
て
、
仏
身

を
見

る
を
以

っ
て
の
故

に
、
報
身
と
云

う
な
り

。
所
見

の
報
相

の
中
に
、
二

あ
り

。
先
に
正

、
後

に
依
な
り
。
正

の
中
に
身

に
分

斉
無
き

が
故
に

、
無
量
色

と
云
う

。
身
に
依
り

て
相
有
り

。
相
亦

だ
無
辺

な
り
。
相

に
依
り

て
好
有

り
。
好
亦
だ
無
尽

な
り
。
然

る
に
相

は
以

っ
て
徳
を
表
し

、
人
を

し
て
徳
を

敬

い
て
以

っ
て

仏
を
念

ぜ
し

む
。
好

は
厳
身

の
為

に
人
を
し
て
愛
楽
し

て
親
近
せ

ん
と
欲

せ
し
む

。
依
報

の
中
に
、

無
量
種
種
荘

厳
と
言
う

は
、

能
依
無
辺

の
故
に

、
所

依

の
土
田
も

亦
だ
復
だ
無
辺

な
り
。
頗
致

何
等

の
殊
勝

の
宝

あ
り
て

常
に
光
明

を
放
ち
、

無
優
校

飾
す

る
が
故
に
、
種

種
荘

厳
と
云
う

。
随
所
示

現
、
乃
至
、

離
分
斉
と
言

う
は
、

前
の
化
身

分
斉

の
色

に
異

る
。
此

の
菩

薩
は
、
分

斉
即
ち

無
分
斉

な
り
と
知

る
に
由

る

が
故

な
り
。
一
一
の
色

相
皆
な
法
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界

に
偏
じ

て
互
融
無
擬

、
自
在
難
思

な

る
が
故

に
。
随
其

所
応
乃
至

不
毀
不

失
と

は
、
其

の
業

行
の
感

す
べ
き
所
の
者
に
随

い
て
、

即

ち
皆
な
常

住
な
り

。
三
災
等

の
壊
す

る
所
に
非

ざ
る
な
り

。
囚
を
弁

ず

る
巾

に
、
是

の
如
く

の
依
正

二

報
の
無

障
擬
不

思
議
の

事

は
、
皆

な
十
度

深
行

の
車
及

び
本
覚
不

思

議
風

の
二

因
と

に
因
り

て
成

ず

る
所

の
楽

相
円
備

す

る
が
故
に
、
報
身

と
名

づ
く
。

故

に
如
是
功

徳
乃

至

説
為
報
身

と
云

う
な
り

。
（
同
前
、
二

七
四
頁

）

そ

の
意
旨

は
、
『
海
軍

疏
』

と

ほ

ぼ
同

様
で

あ
る
。

た
だ
、

法
蔵

の
註
釈

に
は
、
三

昧
に

入

っ
て
見

る
と

い
う
こ

と
は
説

か
れ
て

い

な
か

っ
た
。
こ

の
こ

と
に

関
し
て
は

、
さ
ら
に
次

の
箇
所

を
参
考

に
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

前
の

浄
法
重
一
習

は
、
真
如

の
重
一
習
と

考
え
ら

れ
た
わ
け

で
あ

る
が
、
そ
れ

を
妄
心
風

習
と
真
如

重
一
習

の
二
に
分
け
て
見

て
い
く
。
こ

の
場
合

の
妄
心
薫

習
と
は
、

浄
法
風

習
の
な
か

の
そ
れ
で

あ
り
、
次

の
よ
う

に
言
わ
れ

る
。

妄

心
薫
習

の
義
に
二
種

有
り

。
云

何
ん

が
二

と
為
す

。
一

に
は
分
別
事

識
重
一
習

。
諸
の
凡

夫

・
二

乗
の
人
等
に
依
り

て
生
死
の

苦
を
厭

い
、
力

の
所
能

に
随

い
て

漸
く
無
上

道
に
趣
向

す

る
を
以

っ
て

の
故

に
。

二
に
は

、
意
薫
習

。
謂
く
、
諸
の
菩

薩
は
、
発

心
勇

猛
に
し
て

、
涅
槃

に
趣
く

が
故

に
。
（
同
前
、

二
三

八
頁

）

だ

こ
の
中

の
意
重
一
習

に
、
業

識
の
活
動

も
含
ま

れ
る
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
真
如

薫
習
に

は
、
自
体
相

薫
習

と
用

重一
習
と

が
説
か
れ
る
の

が
（
同
前

、
二
四
〇
頁

）
、
そ

の
用

重
一
習
に

、
次
の
句

が
あ

る
。

用
車

習
と
は
、

是
れ

衆
生

の
外

縁
の
力
な
り
。
是

の
如

き

の
外

縁
に
無
量

の
義

有
り
。
略
し

て
説
く

に
二
種

有
り
。
云

何
ん
が

二
と
為

す
。
一
に

は
、
差
別

縁
。
二

に
は
平
等

縁
な
り

。

差
別

縁
と
は
、

此
の
人

、
諸
仏
菩

薩
等
に
依
り

て
初
発

意
に
始

め
て
道
を

求
む

る
時
従
り
乃
至

仏
を

得
る
ま
で
、
中
に
若
し

く

は
見
、
若
し

く
は

念
ず

る
に
、
或

い
は
春
属
・
父
母

・

諸
親
と
為
り

、
或

い
は
給
使

と
為
り
、

或

い
は
知

友
と
為
り
、
或

い
は
冤

家
と
為
り

、
或

い
は
四
摂
を

起
こ
し

、
乃

し
一

切
の
所
作

無
量

の
行

縁
に
至

る
ま
で

、
大
悲
を

起
こ
す

薫
習
の
力

を
以
っ

て
、
能
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く
衆
生
を
し

て
首

根
を
増
長
し

、
若
し

く
は
見
、
若

し
く
は

聞
き
て
利

益
を
得
せ

し
む

る
が
故
に

。
此
の

縁
に
二
種

有
り
、
云
何

ん

が
二
と

為
す
。

一
に
は
、
近

縁
。
速
か
に

度
す

る
こ

と
を
得

る
が
故
に
。
二

に
は

遠
縁
。
久

遠
に
度
す

る
こ

と
を
得

る
が
故
に
。

是

の
近

遠
の
二
縁

を
分
別
す

る
に
、

復
だ
二

種
有
り

。
云
何

ん
が
二
と
為

す
。

一
に
は
、

増
長
行

縁
。
二
に
は
受
道

縁
な
り
。

平

等

縁
と
は
、

一
切
の
諸
仏

菩
薩
は

、
皆
な
一

切
の
衆
生
を

度
脱
せ

ん
と
願

い
、
自
然

に
重
一
習
し

て
常
恒
に
捨
せ

ず
。
同
体

の

智
力
を
以

っ
て
の
故

に
、
応

に
見

問
す

べ
き
に
随

い
て
而
も
作

業
を
現

ず
。
謂

わ
所

る
、

衆
生
、
三

昧
に
依
り
て
乃

ち
平

等

に
諸

仏

を
見

る
こ

と
を
得

る
が
故

に
。
（
同

前
、
二
四

七
頁
以
下

）

こ
こ

に
、
三
昧

に
入

る
と
、
諸
仏

菩
薩

の
平

等
縁
に

よ
る
作
業

に
し

た

が
っ
て
、

諸
仏
を
見

る
と
あ

る
。

こ

れ
に
つ

い
て
、
元
暁

は
、
『
海
東
別
記
』

に
、
次

の
よ
う

に
言
っ
て

い
る
。

平

等
縁
と

は
、

諸
の
菩
薩
は

、
業
識
薫

習
の
為

に
、
縁
と
作

る
な
り

。
能
縁
と

は
、
法

身
の
菩
薩
已

上
は
、
方
に

縁
と
作

る
こ

と

を
得

る
は

、
要

ず
同

体
の
智
力

に
依

る
が
故
な
り

。
三
昧

に
依

り
て
乃

ち
平
等

に
諸
仏
を
見

る
こ

と
を
得
と
は
、

十
解
已
上

の

諸

の
菩
薩
等

は
、
皆

な
業
識
を

も
っ
て
仏

の
報
身
を
見

る
。

無
量
の
相
好

は
皆
な

辺
有

る
こ

と
無
し

。
分
斉
の
相
を

離
る
る

が
故

に

、
平

等
見

と
言
う

な
り
。
…

…
（
同
前

、
二

五
〇
頁

）

つ
ま
り

、
十
住
以

上

の
菩

薩
は
、
三

昧
に
入

っ
て
、
諸

仏
の
分
斉

無
き
分
斉

の
報
身

を
見

る
が
、
そ
れ

は
業
識
の
レ

ベ
ル
に
お

い
て

で
あ

る
と
い
う

の
で
あ

る
。
一
方
、
法

蔵
は

『
義
記
』

に

、

平

等

縁
と
は
、

諸

の
菩

薩

の
業
識
重
一
習
の
為

に
、
而

も
縁

と
作

る
。
謂
く

、
唯

だ
仏
身
を

現

ず
る
を
平

等
縁
と
為

る
故

な
り
。

平
等

無
二
の
故

に
云
う

な
り
。
亦

だ
平

等
心
機

の
与

め
に
縁
と
為

る
故
な
り

。
謂
く

、
初
地
已

上
、
乃
至

諸
仏
は
要

ず
同

体

の
智

力

に
依

り
て
能
く

此

の
縁
と
作

る
。
（
同

前
、
二
四

七
頁
）

と

述

べ
、
元

暁
の
言
う

報
身

を
見

る
こ
と

を
明
示
し

て

い
な
い
。
そ
れ

は
、
こ
こ

で
見

る
仏
身
は

、
元
来

、
法
身
で

あ
る
と
考
え
ら

れ
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た
か

ら
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

た
だ
、
元

暁
の

い
う

こ
と
は

、
『
大
乗

起
信
論
』

の
次

の
箇
所
に

基
づ
く

の
あ

ろ
う
。

又
だ
凡
夫

の
所
見

と
為

る
は
、
是

れ
往
ハ
の
粗
色
な
り

。
六
道
に

随
っ
て

、
各
見

る
こ

と
同
じ

か
ら

ず
。
種
々
の
異
類
は
、
受
楽

の
相
に
非

ざ

る
が
故
に
、

説
い
て
応

身
と
為
す

。

復
だ
次

に
、

初
発
意
菩

薩
等

の
所
見

は
、
深

く
真
如
法

を
信

ず
る
を
以

っ
て
の
故

に
、
少
分

に
し

て
見

る
。

彼
の
色
相
荘

厳
等

の
事
は

、
来

無
く
去

無
く
、

分
斉

を
離

れ
、
唯

だ
心
に

依
り
て

現
じ

て
真
如

を
離

れ
ず
。
然

れ
ど

も
菩

薩
は
猶
お
自
ら
分

別
寸
。

未

だ
法
身

の
位

に
入

ら

ざ
る
を
以

っ
て
の
故

な
り
。
若
し

浄
心
を

得
れ

ば
、
所
見

は
微
妙

に
し
て

、
其

の
用
転
た
勝
れ
り

。
乃
至
、

菩

薩
地
尽

き
れ

ば
之
を
見

る
こ
と
究

竟
す
。
若

し
業
識
を

離

る
れ
ば
、
則

ち
見
相
無
し

。
諸
仏

の
法
身

は
彼
此
の
色
相
の
た

が
い

に
相

い
見

る
こ
と

有

る
こ

と
無
き
を
以

っ
て

の
故
に
。
（
同

前
、
二
し
四

～
五
頁

）

こ
こ

に
、「
初
発

意
菩
薩

等
の
所
見

は
、
深
く

真
如
法
を

信
ず

る
を

以
っ
て

の
故

に
、
少
分
に
し

て
見

る
。

彼

の
色
相
荘
厳

等
の
事
は
、

来
無
く

去
無
く

、
分

斉
を
離
れ

、
唯
だ
心

に
依
り

て
現
じ
て

真
如
を

離
れ
ず
。

然
れ
ど
も

菩
薩
は

猶
お
自

ら
分
別
す
」
と
あ

る
。

実
は

こ
れ

は
必
ず
し

も
三
昧

に
入
っ

て
の
こ
と

と
も
言

わ
れ
て

い
な
い

の
で

あ
る

が
、
元
暁
は

こ
れ
と
「
用

魚

習
」
の
平

等
縁
と
を

あ
わ
せ

て
、

あ
の
よ
う

な
説
明

を
し
た

も
の
と
思

わ
れ

る
。

こ

う
し

て
、

と
も

か
く

『
大

乗
起
信

論
』

で

は
、

仏
の

報
身
を

見

る
の
は

、
業

識
に

依

る
と

言
わ

れ

て

い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

れ

は
、
十

解
以
上

の
菩
薩

が
三
昧

に
入

る
と

き
、
五

感
で
な
く

そ
の
微

細
な
る
心

中
に
仏

の
報
身

が
見

ら
れ

る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て

『
起

信
論
』

に
よ
れ

ば
、
報

身
を
見

る
の
は
十

地
の
初

地
以
上
で

な
く
、
信

成
就
し

か
十
住

の
初
発
心
以
上

な

の
で
あ

る
。

参
考

ま
で
に

、
『
五
教
章
』
「
所

詮
差
別

」
行
位

差
別
の
、

終
教
に
つ

い
て

の
説
明
に
も

、
そ
の
行

相
を
明

か
す
中
に
、
次
の
よ

う
に

説
か
れ

て
い

る
。

61 －-



其

の

行

相
と

は
、

起

信

論

の
中

に

説
く

。
三

賢

の
初

位

の
中

に

も

少
分

法

身
を

見

る
こ

と

を

得
。

能
く
十

方

世
界

に

於

い

て
、
八

相
成

道
し

て
衆
生

を
利
益
す

。
又

だ
願
力

を
以

っ
て

身
を
受

く

る
こ

と
自

在
な
り

。
又

だ
三
昧

に
依
り
て
、
亦

だ
少
分

、

仏
の
報

身
を
見

る
こ

と
を
得

。
其

の
所
修

の
行

、
皆
な

真
性
に
順

ず
。
謂
く

、
法

性
は
体
樫
貪

無
し

と
知
っ
て
、
随
順
し

て
檀
波

羅

蜜
を

修

行

す

る

等
と

。

広

く
は

彼

れ
に

説

く

が
如

し

。
（

仏

教

大

系

『
五

教
章

』

第

二

、
仏

教
大

系
完

成

会
、
大

正

コ

ー

年
、
二
八
三

頁

）

法

蔵
は
こ

こ
で

は
、
十

住
の

初
位
よ
り

、
⊇
一
昧

に
依
り

て
、
亦

だ
少

分
、

仏
の
報

身
を
見

る
こ
と

を
得

」
と
言

っ
て

い
る
。
こ

の

こ
と

に
つ

い
て

、
凝
然

の

『
五
教

章
通
路
記
』

は
、

次
の
よ
う

に
解
説
し

て

い
る
。

章
に
又

だ
依
三
昧

の
下
は

、
四

に
見

仏
報
身

な
り
。
起

信
論
の
中

に
、

真
如
用
大
を

明
か
す

。
色
身

を
示
現

し
て
、
衆
生

を
し

て
見

せ
し
む

。
故

に
用

大
と
名

づ
く
。
菩

薩
、
位

に
随

い
て
即

ち
如

来
を
見

る
。
所
現

の
用
大

に
二

種

の
相
有
り
。
一
に

は
、
分

別
事

識
に
依

る
。
此

れ
は
是

れ
、
凡
夫

・
二
乗

心
識
の
所
見

を
、
名

づ
け
て
応

身
と
為

す
。
即
ち

変
化

身
な
り

。
二

に
は

、
業

識

に
依

る
。
論

に
云

く
ノ
謂
く
、
諸

の
菩
薩

、
初
発
意
従
り

乃
し
菩

薩
究

竟
地
に
至

る
心
の
所
見

の
者
を

、
名

づ
け
て
報
身

と
為
す
。

身

に
無
量
の
色

有
り
。
色

に

無
量
の
相
有

り
。
相

に
無
量

の
好

有
り
。
〔
已

上
〕
此

れ
他
受
用

身
の
相

好
を
見
る
。

疏

に
云

く

、
業
に
依

る
と
は
、

十
解
已

去
の
菩

薩
、
能
く

唯
識
に
し

て
諸
塵

無
し
と

解
し

て
、
業

識

の
義
に
順
じ

、
仏
身
を
見

る
を
以

っ
て
の
故

に
、
報

身
と
云

う
。
〔
已

上
〕

業
識
と

言
う

は
、
是

れ
第
八

識
な
り

。
三

細
の

中
の

初
を
挙

ぐ
。
実

に
は
転
現

相
に

通
ず
。
八
地

已
上

に
三

細

の
惑
を
断

じ
て
証
見
明

白
に
し

て
、
無

功
用
道

に
住
す
。
今

、
是

の
三
賢
は
、
執
取
計
名

所
起

の

煩
悩
を

断
じ
て
、

未
だ
其

れ
に
至

ら
ず
と

雖
も
、
転

識
の
位
を

知
り
て
而

も
比
観

の
中

に
唯
識
真
如

の
理

性
を

悟
解
し

、
一
切

は

唯
だ
是

れ
自
心

の
所
変
に
し

て
業

識
の
外
に

別
物
有

る
こ

と
無
し

と
了
知

す
。
此

の
観
、
明
丁

に
甚

深
妙
な

る
が
故

に
、
随
分

に

他
受

用
身

を
見

る
こ

と
を
得

。
…
…
疏

文

繁
広
な
り
、
引

載
す

る
こ

と

能
わ
ず
。
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同
じ
く
報
身
な
り
と
雖
も
、
地
前
地
上
の
所
見
不
同
に
し
て
、
浅
深
分
明
な
り
。
梵
網
の
台
上
の
盧
舎
那
は
是
れ
他
受
用
、
葉

上
の
釈
迦
も
亦
だ
他
受
用
な
り
。
葉
上
の
仏
も
亦
だ
他
受
用
な
り
と
雖
も
、
唯
だ
是
れ
地
前
の
菩
薩
の
所
見
、
是
れ
其
の
枢
相
浅

劣
の
他
受
な
り
。
今
、
起
信
の
初
住
已
上
三
賢
所
見
の
他
受
用
仏
に
当
た
る
。
溜
洲
師
の
釈
に
、
他
受
川
身
に
、
二
有
り
。
一
に

は
初
地
已
上
の
所
見
の
他
受
用
身
。
二
に
は
、
四
善
根
所
見
の
他
受
用
身
な
り
。
四
善
根
の
所
見
は
、
即
ち
葉
上
の
他
受
用
身
に

当
た
る
。
法
詮
師
の
釈
に
、
弥
陀
は
初
地
の
菩
薩
の
能
化
。
台
上
の
教
主
は
二
地
の
能
化
。
地
前
の
菩
薩
、
報
身
を
見
る
と
は
、

唯
だ
初
地
能
化
の
如
来
を
見
る
。
観
経
等
に
、
地
前
の
根
機
、
報
土
に
生
す
と
は
、
即
ち
此
の
義
な
り
。
地
前
の
菩
薩
、
二
地
以

上
の
他
受
用
の
土
に
往
生
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
唯
だ
弥
陀
は
初
地
の
土
に
局
る
が
故
に
。
然
る
に
梵
網
経
に
地
前
の
菩
薩
、
諸
の

凡
夫
等
、
彼
の
加
力
を
蒙
り
て
台
上
の
仏
を
見
、
彼
の
説
法
を
聴
く
。
台
上
は
即
ち
是
れ
二
地
の
教
主
な
り
。
然
る
に
彼
の
暫
時

の
加
力
の
見
聞
は
、
初
地
極
楽
往
生
長
時
に
は
同
ぜ
ず
。
（
前
掲
仏
教
大
系
本
、
二
八
六
頁
以
下
）

凝
然
は
。
業
識
に
よ
っ
て
報
身
を
見
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
要
は
、
十
住
以
上
の
菩
薩

は
、
コ

切
は
唯
だ
是
れ
自
心
の
所
変
に
し
て
業
識
の
外
に
別
物
有
る
こ
と
無
し
と
丁
知
す
。
此
の
観
、
明
丁
に
甚
深
妙
な
る
が
故
に
、

随
分
に
他
受
用
身
を
見
る
こ
と
を
得
」
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
は
「
同
じ
く

報
身
な
り
と
雖
も
、
地
前
地
上
の
所
見
不
同
に
、
浅
深
分
明
な
り
」
と
し
て
、
真
に
無
分
別
智
を
開
い
た
菩
薩
が
見
る
報
身
と
、
そ
れ

以
前
の
菩
薩
が
見
る
報
身
と
は
区
別
が
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
本
当
は
、
信
成
就
し
た
菩
薩
が
報
身
を
見
た
と
し
て
も
、
報
土
に

往
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

以
上
、
実
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
は
、
あ
た
か
も
報
身
を
見
る
識
と
し
て
の
業
識
と
い
う
も
の
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
翻

っ
て
親
鸞
の
「
信
心
の
業
識
」
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た
。
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ま
こ
と

に
知

ん
ぬ
、

徳
号

の
慈
父

ま
し

ま
さ

ず
は
能
生

の
因
閥

け
な

ん
。
光
明

の
悲
母

ま
し

ま

さ
ず
は
所
生
の

縁
乖

き

な
ん
。

能
所
の
因
縁

和
合
す

べ
し
と

い
へ
ど

も
、
信
心

の
業
識
に

あ
ら
ず
は
光

明
土

に
到

る
こ
と

な
し
。

真
実
信

の
業
識
、
こ

れ
す
な

は

ち
内

囚
と
す

。
光
明
名

の
父
母

、
こ

れ
す
な
は
ち
外

縁
と

す
。
内
外

の
因
縁
和
合

し
て

報
土
の
真
身

を
得
証
す
。
（
『
浄
土
真
宗

聖
1
1
1
1

ハ
ー

註
釈
版
』
、
一
八
七
頁

）

こ

こ
に
は

、
光
明

土
に
到

り
、
報

土

の
真
身

を
証
す

る
も

の
と
し
て

、
業
識

の
語

が
用

い
ら
れ

て
い

る
。

そ
れ
は
、
『
起
信

論
』

に

説
く

、
十
解
以
上

の
菩
薩

が
三

昧

に
入

っ
て

報
身
を
見

る
時
に
言

わ
れ

る
業

識
の
意
を

汲
ん
だ

も
の
で

あ
る
の
は
間
違

い
な

い
で

あ
ろ

う

。
親

鸞
と

『
起
信

論
』

の
問
に
深

い
関
係
を

見
る
こ

と
が
で
き

る
か
ど
う

か
、
さ

ら
に
詳

細
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い

が
、
以

上

の
検
討

か
ら
す

れ
ば
、
親

鸞
が
「

報
身
を
見

る
業
識

」
に
つ

い
て
も
、
十

分
知

っ
て

い
た
と
思

わ
れ

る
の
で
あ
る
。

結
び

親
鸞
の
「
信
心
の
業
識
」
の
背
景
に
は
、
『
序
文
義
』
等
が
あ
り
、
そ
こ
に
『
倶
舎
論
』
の
説
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し

か
し
そ
れ
は
生
死
輪
廻
の
流
転
門
に
お
け
る
事
態
に
つ
い
て
説
く
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
そ
の
立
場
を
基
に
し
て
父
母
の
縁
に
対
す

る
業
識
の
因
と
い
う
構
図
を
採
用
し
つ
つ
、
こ
れ
を
往
生
の
こ
と
に
つ
い
て
説
く
も
の
に
換
骨
脱
体
し
、
業
識
の
意
味
は
『
起
信
論
』

の
報
身
を
見
る
際
の
識
の
意
を
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
起
信
論
』
で
は
、
そ
れ
は
三
昧
に
入
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
親

鸞
の
場
合
は
、
そ
れ
は
取
れ
な
い
。
ふ
つ
う
の
浄
上
教
で
は
、
念
仏
（
三
昧
）
の
業
識
と
で
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
親
鸞

に
し
て
み
れ
ば
、
報
身
を
見
る
の
は
行
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
如
来
よ
り
賜
り
た
る
信
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

こ
に
、「
信
心
の
業
識
」「
真
実
信
の
業
識
」
が
説
か
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
い
う
「
信
心
の
業
識
」
に
は
、
生
死
翰
廻
な
ら
ぬ
往
生
の
内
因
と
し
て
の
意
味
を
『
倶
舎
論
』
に
ひ
き
、
報
身

を
見
る
心
と
し
て
の
意
味
を
『
大
乗
起
信
論
』
に
引
い
た
も
の
で
、
両
義
性
を
具
え
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
報
身
を
見
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

・
本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
本
学
東
洋
学
研
究
所
奨
励
研
究
員
の
熊
田
順
正
氏
に
、
多
大
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。
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